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表紙・裏表紙 ─ 大三島みんなの家（関連記事:p7）
 photo:坂本政十賜

巻 頭 言

「み ん な」 と は 誰 か

東 日 本 大 震 災 を きっ か け に、 建 築 家・ 伊 東 豊 雄 氏 に よっ

て 発 案 さ れ た「 み ん な の 家 」。 現 在 ま で に 東 北 3 県 に 16 棟 が

建 設 さ れ てい る 。 被 災した 住 民ら の 交 流 の 場 とな ることを 目

的 とするこ の 小 さ な 建 築 物 は 、 建 築 家ら の 呼 び か け に 応じた

企 業 や 団 体 、 個 人 か ら の 資 金 や 資 材 の 提 供 を 受 け て 建 設 さ

れ 、 地 域 住 民 を 中 心 とす る、 ユ ー ザ ー 自 身 が 建 設 の プ ロ セ

ス に 参 加 すると 共 に、 完 成 後 の 運 営 を 担っていくこと に 特 徴

が あ る。 そ こ に は 、 国 や 行 政 、 い わ ゆ る「 公 」に よ る 積 極

的 な 関 与 は な い が、「 み ん な 」でつくり、 使っていく「 み ん な

の 家 」は、 「 本 当 の 公 共 建 築 」と 言 え な い だ ろうか 。

「シェア 」と いう 概 念 の 周 辺 で、 人 が 人 と つ な が り、 巻 き

込 み な が ら、 「 自 分 だ け 」で は なく「 み ん な と 」 心 地 よく過

ご す 空 間 を つくる 試 み が 、 全 国 各 地 で 始 まっ て い る。 そ の

規 模 は 、 決して 大 き な も の で は な い 。 だ が「 点 」として 始 ま

った も の が 波 紋 を 生 むように、 広 がりを 見 せ つ つ あ る 。

しか し、 果 た してここ で 言う「 み ん な 」と は 、 いっ た い 誰

のことだ ろう。 限ら れ た 小 さ な 試 み で は 、 す べ て の 人 々 を す

べ か らくサ ポ ートす ること は で き そう に な い 。 で は 、 こ れ ら

の 試 み は 本 当 に「 公 共 」と 呼 ぶ に ふ さ わし い 役 割 を 果 たして

い る の だ ろうか 。 さまざ ま な 取り組 み の 現 場 を 訪 ね 、つくり、

利 用 す る 人 々 の 話 を 聞くと 共 に「 公 共 性 」に 詳し い 識 者 の 考

察 を 得 な がら、「 み ん な 」に つ い て、 考 えていく。 （ 編 集 部 ）
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「みんなの家」とは何か

伊東─まず、「みんなの家」を始め

たきっかけからお話しします。東日

本大震災のあった2011年というのは、

私の設計したせんだいメディアテーク

がオープンして10年目にあたる年で

した。せんだいメディアテークは、仙

台市が管轄する公共建築ですが、いわ

ゆる公共建築とはちょっと違った特徴

をもっていました。せんだいメディア

テークに来る人を調べてみると、何か

目的をもって来るというよりは、目的

がないのになんとなく来てみたという

人が非常に多かったのです。

たとえば、東北大学の工学部の学生

さんがこんなことを言っていました。

工学部は、市内からけっこう離れたと

ころにあるのですが、ここに来るとな

んだか世の中のことがわかったような

気になるので、よく来てしまうと言う

のです。高齢者の反応も面白くて、若

い学生さんたちや子どもたちがそばに

いるのが嬉しくてよく来ると言ってい

ました。ところが、3・11の際に天井の

一部が落下してしまい、しばらく休館

せざるを得なくなってしまった。こん

な時だからこそせんだいメディアテー

クは活躍しないといけないのにと、そ

れ以来仙台に通うようになったのです。

当時仮設住宅のいくつかを訪ねまし

たが、ここでの生活はなかなか厳しい

ぞというのが第一印象でした。家屋そ

のものが非常に小さいということがあ

りますが、集まって話をするスペース

がない。一応50棟の仮設住宅がまと

まると一つの集会所をつくるというこ

とになってはいます。ところが、その

集会所は、集会のための集会所でしか

ないような建物です。仮設住宅にはそ

れぞれ自治会があるのですが、その会

議のための施設になっていて、みんな

が普通に集えるような場所ではない。

人々が気軽に集まって話ができるよう

なところこそ、必要なのではないか。

たとえば、せんだいメディアテークの

極小版みたいな建物。だから、最初は

ミニメディアテークと名付けようと思

ったのですが、それではお年寄りはわ

からないよって言われて。結局「みん

なの家」がいいということになったの

です。
小泉─宮城野区に建ったのが「みん

なの家」の第1号でしたよね。
伊東─せんだいメティアテークをつ

くったということもあって、仙台市の

管轄エリアならやりやすいのではと思

いました。そうしたら、宮城野区の公

園敷地内に仮設住宅が完成したところ

なので、その敷地内ならつくれると言

われたのです。
小泉─「みんなの家」という名称の

最初の建物ですが、建設に至る経緯は

興味深いものでしたね。
伊東─そうなんです。私がコミッシ

ョナーを務めている熊本県の事業「く

まもとアートポリス」がお金と木材を

提供してくれたのです。
小泉─宮城県の仮設住宅を熊本県が

支援したわけですね。
伊東─熊本県知事主導でね。まあ、

その縁もあって、熊本の震災後に今度

は「みんなの家」を熊本でも大量につ

くることになったのです。

宮城野区の仮設住宅ができたばかり

の時、6月中旬に現地に伺ったのです

が、すでに集会所ができていました。

それを初めて見て、集会所とか公民館

といわれている建物は、こういうもの

なのかと唖然としました。建物そのも

のが仮設住宅2棟分くらいでそもそも

小さいのですが、そんなに狭いのに集

会室と和室、応接間、キッチンまで付

いている。しかし、集会室といっても

タイルカーペットが敷いてあって、大

きなテレビがごろんと置かれただけの

部屋です。これじゃ、仮設住宅と変わ

らないし、被災した人たちは、まった

く嬉しくないだろうと。私たちのつく

る「みんなの家」は、そういう建物に

は絶対にしたくないと思ったのです。

まず何よりも、機能によって分化され

た建物はやめようと。たとえば、縁側

があって土間があって薪ストーブがあ

って……というような、いわゆる民家

の縮小版のような建物こそ望まれてい

るのではないかと。結果的に「みんな

の家」は、その後ほとんどがそういう

タイプの家になりました。

愛着のある空間を 
いかにしてつくるか

齋藤─私の郷里は福島市ですが、廃

校になった学校の校庭や工業団地の予

定地だったところに仮設住宅がかなり

建っていて、集会所のような建物もあ

ります。

ボニー・ホニッグ（Bonnie Honig）

というアメリカの思想家が『Public 

Things』という本を書いています。そ

の中で、彼女は、「公共的なモノ」が人々

を結び付ける媒体にもなるし、逆に切

り離す媒体にもなるということを言っ

ています。一般的な公共性論だと、人々

の主体性や道徳性といったことに議論

が向かいがちですが、彼女は、むしろ

モノに注目するんです。モノが媒介に

なって人々を結び付けたり、人々を招

き寄せたりするということがあるとい

うんですね。「みんなの家」は、彼女

のいう「公共のモノ」にあたるんじゃ

ないかと思いました。この場合「愛着」

という要素が重要で、利用する人の関

心やケアをいかに引き寄せられるかが

大事になりますね。

伊東豊雄
建築家

齋藤純一
早稲田大学政治経済学術院教授

小泉秀樹
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻
教授／本誌企画委員［司会］
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鼎談　  「みんなの家」と 
 公共性
「公共性」には大きく三つの意味があるといわれている。一つは政府とその活動にかかわ
る「オフィシャル」なもの、二つ目は、一部の人々ではなく、すべての人々にかかわる共
通のものという意味での「コモン」、三つ目は誰に対しても開かれているという意味で「オ
ープン」なもの。このうち、都市にとって最も意味をもつのは「オープン」ではないかと
思われる。こうした「公共性」の概念の中で、「みんなの家」とはどのような位置づけにな
るのか、また、「公共建築」の本来的な姿とはどのようなものなのか。対話の中から、建
築の、都市の、未来像を探る。
photo:坂本政十賜

伊東豊雄
いとう・とよお─1941年生まれ。東京大学工学部建築学科卒業。菊竹清訓建築設計事務所に勤務後、
1971年に独立。アーバンロボットを設立。1979年に伊東豊雄建築設計事務所と改称。主な作品に『信
毎メディアガーデン』（2018）、『台中国家歌劇院』（2016）、『みんなの森 ぎふメディアコスモス』
（2015）、『TOD’S表参道ビル』（2004）、『せんだいメディアテーク』（2000）など。近書に『伊東豊
雄 21世紀の建築を目指して』（エクスナレッジ、2018）、『「建築」で日本を変える』（集英社新書、
2015）、『日本語の建築』（PHP新書、2015）他。
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伊東─「みんなの家」は、公民館の

ような公共建築ではないので、管理・

運営も自分たちでやっているのです

が、そうすると愛着も湧いてくるよう

です。
齋藤─公共的なものというのは、放

っておくとだんだん劣化していきま

す。だから、使い続けられることが必

要です。モノは使うと自ずと愛着が湧

きますし、どういう風に直そうか、ど

ういう風に変えようか、と新しいアイ

デアも湧いてきますしね。
伊東─「みんなの家」を建てる時、

最初に住民の皆さんに規模は小さいけ

れど、こういうものを皆さんに提供す

るとしたら、どんなものが欲しいです

か、と聞いたのです。皆さん最初は

12坪ぐらいの広さで、というと驚い

ていました。そんなに小さいのかって。

3間×4間というと仮設住宅の1・5倍く

らいで、確かに広くはない。震災に遭

う前は、100坪の家に住んでいたなん

ていう人がいましたから、12坪なん

ていうと、そんな小さいところで何が

できるの? という感じでした。ただ、

それでも、1、2時間話してみると打

ち解けてきて、薪ストーブがあるとい

いねとか、甕
かまど

もあればうちのばあさん

も喜ぶとか、縁側があったら縁台将棋

ができるねとか。だったらいっそのこ

とそれ全部取り込んじゃいましょうと

なって……。

実際に「みんなの家」を建て始める

と、常駐しているスタッフにおやつを

出してくれたり、昼ごはんをつくって

くれたりして、自分たちも家づくりに

参加している気分になってきたと言っ

ていました。
齋藤─そういうことが愛着やケアに

つながっていくんでしょうね。「みん

なの家」は、使い方もいろいろなんで

すか。

伊東─基本的にはお年寄りが圧倒的

に多いから昼間はお茶を飲みながら世

間話をしていたりして、夜はお酒を飲

んだり、集会を開いたりしているよう

です。
小泉─私は、山本理顕さんのつくら

れた「平
へ い

田
た

のみんなの家」がある仮設

住宅団地にかかわっているんですが、

平田の仮設住宅にはまだ住んでおられ

る方も大勢いらっしゃいます。
伊東─国は、平田のように居心地の

良い仮設住宅をつくると長居されちゃ

うから、困るというスタンスです（笑）。
小泉─われわれは、阪神淡路の震災

支援の経験から、復興に10年くらい

かかるだろうという目安はある。だと

したら、10年近く仮設住宅に住まわ

れる人もいるということも想定してお

かなければいけないはずです。

齋藤先生にお聞きしたいのですが、

伊東さんはあえて「みんなの家」とい

う名前をつけていますが、公共性の高

い建物の中には、伊東さんの言われる

ような意味での「みんな」のものにな

っていないところがあるように思いま

す。誰にでも使えるけれどみんなのも

のになっていないところがあれば、逆

に、公共性をあえて強調しなくても、

十分みんなのものになっている場所も

あります。この「みんな」ということ

をどう考えたら良いのでしょうか。
齋藤─ハンナ・アーレントが『人間

の条件』でパブリック・スペースにつ

いて書いていますが、彼女の議論では

「あいだ」というのが一つキーワード

になると思います。普通「あいだ」と

いうと空間的な意味で捉えられます

が、アーレントは時間的な「あいだ」

にも注目します。たとえば、一時の目

的のためにある空間を利用するとい

うことがありますが、5年とか10年と

かあるいは世代を跨いで、ある空間を

利用するということは実際にあること

です。ただ空間的に人々が集まるとい

うだけではなくて、時間的に人々をつ

なぎとめておくという作用もあるとい

う。「みんな」が誰に開かれ誰に閉じ

られているかが問題になりますね。閉

じられた「みんな」もあります。

たとえば、ロスアンゼルスのよう

に、セキュリティ確保のために、意図

的に黒人居留地とそれ以外の地域に分

離するというようなこともやるわけで

すが、これも「公共なモノ」の一つの

作用です。
伊東─最初の「みんなの家」のオー

プニングには、仮設住宅に住んでいる

人たちからこう言われたのです。仮設

住宅に暮らしていてもそこが自分の家

だという意識はまったくなかったけれ

ど、「みんなの家」に来てみたら、自

分の家に帰ってきたという気持ちにな

ったと。

先ほど民家と言いましたが、今まで

自分の住んでいた家の記憶とどこかで

つながって、そういう感じをもたれた

んだと思います。照明が暖かくてうれ

しかったとか、木の香りがしてわが家

を思い出させてくれたとか、さまざま

な感想をもらいました。

新しいコモンをつくる

伊東─齋藤先生は、公共が分断して

いくようなこともあるという指摘をさ

れましたが、まさしくそうで、私たち

が公共建築をやる時にいつも味わうの

がその虚しさなんです。建築は、近代

主義のモノを切り分けていく思想につ

ながっています。たとえば、機能によ

って部屋を分けなさいというのはその

典型です。私自身は、機能は便宜的な

ものだと思っていますが、その切り分

けの思想でつくられた建築が、管理し

やすい空間になっている。その切り分

けの思想に対して、切り分けない思想

で公共建築をつくれないかというチャ

レンジを常にやっています。

たとえば、開くといっても、その開

き方にはさまざまあるでしょうし、そ

の場所にもよると思います。「みんな

の家」も、基本的に開かれているとは

いえ、誰にでも開かれているとは言い

難いところもありますしね。
小泉─今おっしゃったことはけっこ

う重要なポイントで、利用方法を限定

してしまうと当然利用できない人も出

てきます。管理する側の視点を前面に

出せば機能的で使いやすいものにはな

るけれど、やはり誰でもが使えるもの

にはなりにくい。逆に、利用目的をあ

まり絞り込まないやりかたもある。た

だ、そうすると今度は単なる場所貸し

のようになってしまい、先ほど言われ

た愛着のある場にはなりにくいという

ことはありますね。ここは、自分たち

の場所だと自信をもって言えるような

場所に、「みんなの家」もなって欲し

いのだけれど、そういう愛着のある場

所ほど、誰に対しても開かれていると

は言い難い。
齋藤─コモンにも開かれたコモンも

あれば閉じたコモンもある。一見開か

れているようで、実はかなり強力にバ

リアがはられているということはよく

あることです。出入り自由で排除的で

はないように見えるけれど、ある人に

とっては実際には近づきがたい場所も

けっこうあります。逆に、一見閉じら

れているように見えても、さまざまな

関係を結び合わせるハブになっている

ところもありますね。

愛着に引っ掛けて一つ付け加える

と、自分たちのものだと思うこと、

すなわち愛着をもつことは、利用者

にとっては一種のインベストメント

（investment）なんですね。時間をか

けたり、手をかけたりすることは、投

資あるいは出資であって、その結果ソ

ーシャルキャピタル（social capital）

が生まれる。この場合、人とのつなが

りそれ自体が資源になるわけで、そう

考えると、あるコモンはその地域全体

にとって重要な場所になり得ます。
伊東─まだオープンしたばかりです

が、一つ面白い建物が長野県松本市に

できました。長野のローカル新聞・信

濃毎日新聞の松本本社ビルで、信毎メ

ディアガーデンといいます。信濃毎日

新聞社は、新聞社という性格上かなり

公共的な役割を担っている企業です。

そこで設計するにあたり、まず、町の

人100人ぐらいにインタビューをしま

した。本社ビルに公共的な施設を入れ

るとしたら、どんな空間が欲しいかと。

それと同時に町の有志の人や新聞記者

に声をかけて、ワークショップを開き

ました。松本は非常に文化度が高く、

市民活動がとても盛んな町です。ただ、

皆さんばらばらに活動していて、これ

まで一緒になって一つのことをやると

いうことはあまりなかったらしい。そ

れが今回のワークショップがきっかけ

で、次々に集まってくれて、4月末の

オープンには、さまざまな活動がスタ

ートしました。
小泉─建物自体にも特徴があるんで

すか。
伊東─3分の1がオフィスで、残り

の3分の2がショップゾーンと公共性

のあるコミュニティゾーン(屋内空間)
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齋藤純一
さいとう・じゅんいち─1958年生まれ。早稲田大学大学院政治学研究科博士課程単位取得退学。専攻
は政治理論・思想史。横浜国立大学経済学部助教授、プリンストン大学客員研究員、横浜国立大学経済
学部教授、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス客員研究員を経て、現在、早稲田大学大学院政治経
済学術院教授。2016年より日本政治学会理事長。主な著書に『不平等を考える 政治理論入門』（ちく
ま新書、2017）、『政治と複数性 民主的な公共性にむけて』（岩波書店、2008）、『自由』（岩波書店、
2005）『公共性』（岩波書店、2000）他。
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からなる建物です。子どもたちの出入

りも自由なので、たくさんの子どもた

ちでいつも賑わっているようです。演

劇の公演などをやったり、市民の発表

の場としても利用され始めています。

また、面白いのは、情報ステーション

のようなブースがあって、そこでは観

光案内や新聞記者もつめていて、クチ

コミ情報を日々発信しています。企業

のオフィスビルでありながら、市民と

一緒になってつくりあげた施設なの

で、こういうことができるのだと思い

ます。
小泉─ワークショップを企画された

のは伊東さんたちですか。
伊東─いや、新聞社の方からやりた

いと言ってきました。それで、コミュ

ニティデザインの山崎亮さんにも参加

してもらいました。
小泉─実際に建物が建つ前に、そう

したワークショップをこまめにやっ

て、市民を巻き込んでいく。建物を建

てるプロセスが人々の関係づくりにも

なるという方法です。しかも、そうい

う関係は継続しますし、齋藤先生がお

っしゃったソーシャルキャピタルも蓄

積されていく。

「みんなの家」やわれわれのやってい

る陸前高田の「りくカフェ」もそうだ

と思いますが、閉じられているようで

閉じられていない、いわば半オープン

的な場所。だから、出入り自由ですが、

やはり来る人は限られます。いくらオ

ープンにしてもそういうところには来

たくないという人はいますからね。た

とえば、支援が必要な人こそ来て欲し

いと思うのですが、思うようにはいき

ません。場所をつくるだけでは、ダメ

なんでしょうね。「みんなの家」も来

れる人にとっては意味のある場所にな

っているんですが、来れない人もいる

し、いわゆるこぼれ落ちる人たちもい

る。そこをどう解決するか、今後の課

題です。
伊東─一度でも来てくれれば意識も

変わると思うのですが、何か別のアプ

ローチが必要なのかもしれませんね。

公共建築は、実は完成してからの方が

重要で、どれだけフレキシブルに対応

できるかがカギだと思います。やはり

大事なのは利用者の視点で、それをど

うやって引き出すかが設計者の役割だ

と思います。
齋藤─おっしゃるとおりです。建て

るプロセスも大切ですが、建てられた

後それがどう維持されていくかは、ま

さに利用者にかかっています。時間を

超えていかにお互いの関与を引き出し

ていくか。「みんなの家」のこれから

が楽しみです。

仙台市宮城野区「宮城野区みんなの家」（2011） 
「新浜みんなの家」（2017）

2011年10月26日、仙台市宮城野

区の福田町南一丁目公園内につくられ

た仮設住宅団地の中に、「宮城野区み

んなの家」が竣工した。建築家の伊東

豊雄氏の呼びかけに応じた熊本県が建

築資材などの提供を行い「くまもとア

ートポリス」の東北支援事業として完

成したものだ。この「みんなの家」が、

後に山本理顕氏、妹島和世氏他、若手

建築家らがそれぞれ、東北3県の各所

に順次建設していくことになる「みん

なの家」の第1号となる。それが2017

年4月、同仮設住宅内に暮らし、みん

なの家を利用してきた人々の多くが自

宅を再建した宮城野区の新浜地区に移

設され、「新浜みんなの家」として再

建された。

「やすらぎ」に満ちた「第二の実家」

「本当に、新浜に移設できて良かった」

と口を揃えるのは、「宮城野区みんの
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小泉秀樹
こいずみ・ひでき─1964年東京都生まれ。東京大学大学院博士課程修了。専門は都市計画、コミュニティ
デザイン、協働のまちづくり。東京理科大学理工学部建築学科助手、東京大学工学部都市工学科講師・
助教授を経て、現在、東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻教授。編著書に『コミュニティデザイン
学』（東京大学出版会、2016）、『都市・地域の持続可能性アセスメント 人口減少時代のプランニングシ
ステム』（学芸出版社、2015）、『成長主義を超えて 大都市はいま（シリーズ都市再生）』（日本経済評
論社、2005）、『スマートグロース アメリカのサスティナブルな都市圏政策』（学芸出版社、2003）他。

ルポ　 人と町をつなぐ
「みんなの家」

「みんなの家」は、東日本大震災を契機に、建築家の伊東豊雄氏が発案し、山本理顕氏、
妹島和世氏ら第一線で活躍する建築家と共に進めてきた建築プロジェクトだ。東北3県の
他、熊本県でも、豪雨災害及び熊本地震に際して建設されている。仮設住宅に暮らす人々
が集い、憩う場所として発案された「みんなの家」だが、そのプロジェクトは現在も継続
中で、そもそも仮設住宅団地ではない場所に建設されるもの、廃止される仮設団地から、
町なかに移設されるものも出てきた。さらに、伊東氏が2011年から取り組んでいる愛媛
県今治市・大三島での島づくりプロジェクトでは、リノベーション建築としての「みんな
の家」もつくられている。もはや「みんなの家」は、災害支援という枠を超え、日常的な
暮らしの中でも求められる、人々の交流拠点となっているようだ。その実体を探りに、
東北、そして大三島の「みんなの家」を訪ねた。
取材・文:斎藤夕子 photo:坂本政十賜（大三島）／ 斎藤夕子（東北）

●仮設住宅団地から移設された「新浜みんなの家」。
新浜地区内で、仙台市が所有していた土地に建てられた
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家」の初代管理人を務めてきた平山次

雄さんと、当時、仮設住宅団地の自治

会長を務め、現在は「新浜みんなの家」

の管理人を務める平山一
い ち

男
お

さんだ。名

字が同じで長男と次男を思わせる名前

だが兄弟ではない。ここ新浜地区は、

平山姓が多い土地なのだ。

「仮設の時と今も、間取りや雰囲気は

まったく一緒」と一男さんの言う新浜

みんなの家は、木造平屋、延床面積約

38㎡のワンフロア。土間に台所、小

上がりになった4畳半の畳スペースが

あり、窓の外には広い縁側が張り出し

ている。窓越しに、縁側と同じ高さの

ベンチが室内にもつながり、窓際に置

かれた大きなテーブルのイスを兼ね

る。延床面積だけで考えれば、戸建て

住宅にしても小さめだが、天井が高く

伸びやかで、開放感がある。

「新しくエアコンをつけたのと、縁側

が少し短くなった。あとは、仮設時代

は玄関にも窓にも、鍵なんてかけたこ

とはなかったけれど、今は地域外の人

も前の道を通るから、一応、施錠管理

をしています。それが違いかな」

一男さんはそう言って、みんなの家

に関する記録として、宮城野区役所

が2015年3月に発行した「みんなの家 

Home-for-All」という小冊子を見せ

てくれる。その表紙を飾るのは、当時

のみんなの家に、夕方たくさんの人々

が集い、食事をし、縁側でくつろぐ写

真だ。さらにページを開くと、満面の

笑顔で写真に収まる人々のポートレー

トが掲載されている。一緒に見ていた

次雄さんが「みんな、仮設に暮らして

いるとは思えないほどの笑顔だよ」と

言い、二人で笑う。ポートレートは

「あなたにとって〈みんなの家〉とは?」

という質問に対し、各々応えを手書き

したスケッチブックを胸に掲げたもの

だ。「やすらぎ」と書いた一男さん、「第

二の実家」と書いた次雄さんと奥さん

のツーショットもある。

2011年の6月半ば、まだ仮設住宅

に移って間もない時期に、初めて伊東

氏が「みんなの家」というプランをも

って来た時こそ面食らったという二人

だが、以来、住民同士の話し合いや、

伊東氏や伊東豊雄建築設計事務所の担

当者が来訪しての打ち合わせなどを繰

り返し、壁は漆喰で、縁側があって、

薪ストーブも入れよう……と話してい

るうちに、次第に楽しみになってきた。

またそうした話し合いのなかで、次雄

さんが管理人になることも自然と決ま

っていったそうだ。

「つくっている最中から、〈自分たち

の家だな〉という気持ちになっていっ

た。上棟式にはみんなで餅も撒いたし

ね」「プレファブの集会所もあったけ

れど、雰囲気も、使い勝手も全然違っ

た」と二人。「だいたい集会所じゃ酒

が飲めないからね」とは次雄さんだ。

「自分が初代管理人ということになっ

たから、時間のある時にはここに来て、

窓越しに外を見ていると、被災した自

分の家や畑を片付けに行った人たちが

一仕事終えて帰ってくる。だから〈お

う!〉なんて声をかけると、向こうもち

ょっと寄っていこうかな、となる。す

ると自然と人が集まってきて、そうし

たらもう、酒盛りだよ。奥さん方も来

て、自分の畑にあった野菜なんかを使

って、台所でつまみをつくってくれる。

仮設にいても窮屈だから、なんとなく

みんな時間が空くとここに来ていた。

縁側に座って、ただおしゃべりをして

いるだけでもよかったし」

みんなが集まって食べたり、飲んだ

りするものは、基本的には持ち寄りだ

が、視察や取材で訪れた人たちがお土

産にもってきてくれるものも多かった

そうだ。また、水道光熱費などの管理・

運営にかかる費用については自治会費

や寄付金で賄ったという。

もともと「近所のよく知っている人

たちばっかりがまとまって仮設住宅に

入れたのが良かった」と一男さん。だ

から「もしも、みんなの家がなかった

としても、うちの仮設はうまくやれた

と思う」とも言う。だが、みんなの家

での出来事を思い返す二人の話は尽き

ない。とくに思い出深かったのは、外

国からも取材がたくさん来たことで、

ある時は、外務省が「東日本大震災後

の復興に向けた日本の歩み」の取材と

して、中南米カリブ地域10カ国の記

者を招聘し、みんなの家に訪ねてきた

こともあったそうだ。そして二人は「楽

しかった」「いい思い出だな」と笑顔を

見せるのだ。

「だから、われわれのように仮設住宅

に暮らしていた人間には、この〈みん

なの家〉は思い出深い場所。でも、町

内には仮設に暮らさなかった人もいる

ので、やっぱり〈思い〉には差がある」

とも、一男さんは言う。

新浜みんなの家としてのリスタート

震災後、福田町南一丁目公園には

62戸の仮設住宅と集会所が建設され、

宮城野区内の二つの地区の人々が避難

生活を送っていた。それが次第に減っ

ていき、2016年4月、約5年間で役割

を終えて廃止に。プレファブの仮設住

宅と集会所は速やかに撤去されたが、

みんなの家をどうするのかが課題とな

った。

宮城野区まちづくり推進課ふるさと

支援担当主査・太田千尋さんは「もと

もとは、熊本県から寄付していただい

た建物。これを仙台市の財産にしてい

いのか、また市の財産である場合、特

定の地域に移設していいのかなど、制

度上の課題がありました。しかし、み

んなの家第1号としてのメモリアル的

な意味もある。ですから、利用してき

た方々の意向を最大限に活かす形で、

この新浜に移設することになりまし

た」と教えてくれる。

しかし新浜で、震災後も自宅に暮ら

し、地域の復興に取り組んできた人々

は「みんなの家」を移設したいという

話に戸惑った。新浜にはすでに町内会

の集会所が再建されていたからだ。ど

うしてわざわざ、同じような集会所を

仮設住宅から移設してくる必要がある

のか。どのように使い、誰が管理し、

維持費をどのように捻出すればいいの

か……。

一男さんは「そういう反応は当然の

こと」と理解しながらも、「みんなの

家は、集会所とは違う。それをわかっ

てもらうには時間がかかるけれど、こ

の空間なら、ここに残っていた人、戻

ってきた人も関係なく、自然と、気の

置けない交流ができるはず」と語る。

ただ、やはり仮設住宅にあった頃と

現在では、状況が異なる。自宅を再建

した人々は、日常生活を取り戻すのに

忙しい。また施錠管理を行っているだ

けに、いつでもフラッと訪ねてくれば、

誰かがいるわけでもない。

しかし移設から1年以上が経過し

て、今までとは違う形ではあっても、

みんなの家は地域の拠点として活用さ
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●現在「新浜みんなの家」管理人を務める、平
山一男さん

●宮城野区役所が2015年に発行した冊子。
表紙の写真は仮設時代のみんなの家

●初代「宮城野区みんなの家」管理人の平山次
雄さん

●40㎡に満たない空間だが、天井が高く開放感がある

●熊本県の支援によってつくられただけあって、
あちこちに「くまもん」がいる。窓の外に掛けら
れた、くまもんの吹き流しは管理人が在室してい
る印
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れるようになりつつある。一男さん

が、「次世代を担う子どもたちに津波

の経験を伝えるような場にしたい」と

言うように、近隣の小学生が社会学習

の一貫として訪れるようにもなってい

る。また独自の活動として、月に1度

「みんなのカフェ」を開催し、町内会

として地域の人々に呼びかけ、コーヒ

ーを飲みながら懇談するイベントも始

めた。さらに最近は「町内会長が、こ

こで宴会でもしようと言い出した」と

次雄さん。実は、町内会が管理するこ

とになって以来、ここでの飲酒は控え

るよう申し渡されていたらしい。「仮

設に来なかった人たちも、ようやく〈み

んなの家〉の雰囲気に馴染んできたか

な」と笑顔で言葉を継ぐ。

仮設にあった時のように、地域のみ

んなが「自分の家」のように思い、使

えるようになるまでには、少し時間が

かかるのかもしれない。だが、この場

所を大切に思う人さえいれば、この空

間は自ずと、「みんなの家」として使

われていくに違いない。

宮城県七ヶ浜町 
「七ヶ浜みんなの家きずなハウス」（2017）

太平洋に面し、松島湾の南の入り口

を形成する、半島のように突き出した

位置にあるのが、宮城県宮城郡七ヶ浜

町だ。この町の高台、七ヶ浜町生涯

学習センターの敷地内に、2017年7

月、もっとも新しい「みんなの家」と

して「七ヶ浜みんなの家きずなハウス」

が完成した。運営を担うのは、愛知県

名古屋市を拠点とするも、東日本大震

災直後から町の支援に入っていた認定

NPO法人レスキューストックヤード

（以下、RSY）だ。

その建物は、木フレームの構造に、

壁はすべてガラス張り。屋根も半透明

のアクリル板という、非常に軽やか

で開放感のある建物だ。敷地面積約

1232㎡に対し、延床面積約88㎡の平

屋建て。内部には、テーブルとイスを

配したフリースペースと、駄菓子の販

売コーナー、事務所スペースと厨房も

ある。建物を囲む広場には、イチョウ

やモミジ、カツラなどの高・中木、カ

キや柑橘類などの実のなる木、ミント

やローズマリーなどのハーブ類が植樹

され、一角には畑もつくられている。

「広場の植物は、環境省からの助成と

造園会社からの寄贈を受けたもので

す。今年（2018年）のゴールデンウィ

ークに地域の皆さんと一緒にワークシ

ョップを開催して植樹したのですが、

つい数日前にもさらに追加して、みん

なで植樹したばかりなんです」

そう教えてくれるのは、RSY事務

局スタッフとして七ヶ浜に常駐し、み

んなの家の運営を担っている横田順広

さんだ。この場所はもともと生涯学習

センターの駐車場で、震災後は仮設商

店街が建っていた。その閉鎖後、みん

なの家きずなハウスを建設するにあた

って、地面を覆っていたコンクリート

を剝がし、子どもたちが自然に親しみ、

また、果樹や野菜を育てて収穫し、調

理して食べるという、食育にもつなが

る広場にすることを計画していた。そ

の整備がやっと実現したのだという。

「きずなハウス」を続けるために

RSYでは震災以降、「心の復興」を

テーマに、町の人々の生活支援を中

心に活動を行ってきた。そんな中で

2014年12月、仮設商店街の1店舗が

空いたことからその店舗を借り、駄菓

子やオリジナル商品「ボーちゃん焼き」

の売り場とコミュニティスペースを併

設させた「きずなハウス」の運営をス

タートする。ちなみに「ボーちゃん焼

き」とは、七ヶ浜町特産の「ボッケ」と

いう魚をモチーフにしたキャラクター

「ボーちゃん」のたい焼きのようなお

やつだ。

「きずなハウス」には、子どもたちを

中心に、その親御さんや地域のお年

寄りなど、多くの人々が訪れ、時に

は「ボーちゃん焼き」を目当てに、遠

方からも買い物客が訪れるようにもな

っていく。ただ、仮設商店街は当初か

ら2016年に閉鎖することに決まって

いた。このことから、RSYではその

後も「きずなハウス」の継続を目指し、

その手法を探っていたのだという。

一方、七ヶ浜町としても「きずなハ

ウス」のような交流の場の必要性を感

じていた。七ヶ浜町地域福祉課長の遠

藤裕一さんは「しかし町としては、民

間の施設を個別に支援することは難し

かった」と教えてくれる。

「仮設商店街が建っていた場所は、ち

ょうど町の中心部で、住民が集まりや

すい、立地的にも良い場所でしたが、

ここは町の所有地であると共に、周辺

の市街化調整区域内にも民間施設の建

設はできないことになっていました。

ただ、町としても多くの住民に好評を

得ている〈きずなハウス〉は継続して

もらいたい。そこで2015年くらいか

らRSYさんと一緒に、その方法を検

討してきました。一方、RSYさんで

も独自に、トレーラーハウスなどによ

る継続も模索していたようです」

そんな時、建築家による震災復興支

援ネットワーク「アーキエイド」で中

心的に活動をしていた東北大学教授の

小野田泰明氏が七ヶ浜町を訪れた。小

野田氏は、七ヶ浜町とは松島湾を挟ん

で対岸にあたる東松島市宮
み や

戸
と

島
じ ま

で、建

築家の妹島和世氏がみんなの家をつく

るきっかけをつくった人物でもあっ

た。そこで、きずなハウスをみんなの

家として継続してはどうかと提案され

たのだという。

以来「七ヶ浜みんなの家きずなハウ

ス」の建設に向けて具体的に動き出す

ことになる。設計を担当することにな

ったのは、妹島氏の設計事務所から独

立していた近藤哲雄氏だ。しかし課題

はあった。そもそも用地をどうするの

か。遠藤さんが言うように仮設商店街

だった場所には、民間の建築物を建て

ることはできないのだ。

「結論から言うと、〈みんなの家きず

なハウス〉は竣工後にRSYさんから町

に寄付していただく形をとりました。

ただ、運営に関してはRSYさんに完

全にお任せしていますし、みんなの家

そのものに関しては、公的な資金は一

切入っていません。町としての支援は

制度上の課題をいかにクリアするかを

考えること。ですから非常にイレギュ

ラーな手法の積み重ねでしたが、とに

かく、適法の中で実現させることを目

指し、あらゆる道を探りました」（遠

藤さん）

建築費用に関しては、RSYの活動

を支援してくれている、コンビニエン

スストアのサークルKサンクス（現・フ

ァミリーマート）の寄付金の他、ロレ

ックスが資金協力を行ってくれた。実

はロレックスは妹島氏が設計した「宮

戸島のみんなの家」（2012）にも資金

協力をしているのだが、現在東北に

16棟存在する「みんなの家」にはそれ

ぞれ、携わっている建築家らの呼びか

けに応じた国内外多数の企業が、資金

協力や資材提供などを行っている。

そうして建築費のメドが立ち、立体

模型が出来上がった2016年2月、地

域住民には「サプライズ発表」という

形でお披露目された。また同日には「ど

んな場所になって欲しいかワークショ

1 0  c itya l i fe  no.123c
●広場に木々が植樹されたばかりの「七ヶ浜みんなの家きずなハウス」

●認定NPO法人レスキューストックヤード事務局
の横田順広さん（右）と石木田裕子さん。他に
アルバイト3名で運営している

上●子どもたちに人気の駄菓子コーナー
右●ワンフロアだが、緩やかに雁行していること
で、テーブル席のフリースペースと駄菓子コーナ
ーが程よく隔てられている

●七ヶ浜町のキャラクター、ボッ
ケのボーちゃんをモチーフにした
「ボーちゃん焼き」。レジカウン
ター奥の厨房でつくられている

●「七ヶ浜みんなの家きずなハウス」のシンボルマークは、イラストや
デザインが得意な地元の女性に作成してもらったそうだ。Tシャツやマ
グカップなどのオリジナルグッズもつくっている
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ップ」も開催したという。

新たな町の拠点として

2017年7月、「きずなハウス」は「み

んなの家」として新たなスタートを切

ったが、これまでの実績もあり、運

営はスムーズに行われているようだ。

営業時間は平日11〜18時、土日祝は

10〜17時で、定休日は月曜日。午前

中は就学前のお子さんをつれた親御さ

んたちやお年寄りが、午後には小学生

たちが集まってくる。だいたいそんな

感じで、月に延べ1000人以上の利用

があるという。

「隣が生涯学習センターなので、きず

なハウスのことを知らなかった人で

も、生涯学習センターでの用事のつい

でに立ち寄ってくれることもあり、だ

んだんと認知度が上がってきていま

す。お店の要素もありますが、皆さん

が買い物に来るわけではなく、フリー

スペースを自由に使っていただいてい

ます。子どもたちは学校が終わるとこ

こに来て、友だちと待ち合わせをして

遊んだり、宿題をしている子もいます

よ」と横田さん

その反面、今まで町にはなかったタ

イプの施設であるため、ここが公共施

設なのか、民間の施設なのか、自分が

利用してもいいのかどうかがわから

ず、敷居が高いと感じている人もいる

らしい。このためRSYでは随時、イ

ベントなどを開催して地域の人々への

周知に務めている。「みんなの家きず

なハウス」が竣工した際の「オープニ

ングセレモニー」には、七ヶ浜全域か

らおよそ500名が集まってその完成を

祝った。また、今年の3月にも「きず

なハウスフェスティバル」としてカレ

ーや豚汁、ピザなどの食べ放題イベン

トを開催。この時は、とくに災害公営

住宅に移ったばかりの人々の交流を目

的としていたそうだが、100名を超え

る人々が集い、賑やかにひと時を過ご

したという。

さて、横田さんが教えてくれたよう

に、学校が終わる15時を過ぎた辺り

から、小学生が集まってきた。お母さ

んと一緒にやってきた子もいる。スタ

ッフとも顔なじみで、まさに「勝手知

ったる他人の家」のごとく、駄菓子を

物色したり、テーブルでくつろいだり

している。さらに「ボーちゃん焼き」

の売れ行きも好評で、わざわざ遠方か

らクルマで来たというカップル、家族

に食べさせると言ってまとめて買って

行くお年寄りなども三々五々出入りし

ていた。

「RSYでは〈きずなネット〉として、

七ヶ浜でいろんな活動をしている人た

ちをつないで一緒に地域活動に取り組

むネットワークづくりも始めました。

そういう方々の打ち合わせの場とし

て、またワークショップやイベントの

場としても使ってもらっているので、

いろんな人と人との出会いの中で、こ

の場所の活用の幅もどんどん広がって

います」と横田さん。竣工から約1年、

人と人、人と町をつなぐ「みんなの家

きずなハウス」の、町の拠点としての

役割には、まだまだ可能性がありそう

だ。

愛媛県今治市大三島町「大三島みんなの家」（2016）

東日本大震災の時期と前後して、伊

東豊雄氏が始めたプロジェクトに、愛

媛県今治市の離島、大三島での島づく

りがある。その経緯については伊東

氏の著書『日本語の建築』（PHP新書、

2016）などに詳しいが、2011年に大

三島に「今治市伊東豊雄建築ミュージ

アム」が竣工したこと、また同年に私

塾として「伊東建築塾」を立ち上げた

ことが重なり、大三島を建築塾のフィ

ールドに位置づけたことがそのきっか

けとなっている。そしてこの大三島に

も「みんなの家」がある。ただしこち

らは、カフェとしてリノベーションさ

れた建物で、被災者支援のための施設

ではない。またその名称に関しても、

島づくりのプロジェクトに携わってい

る人々がいつの間にか、「みんなの家」

と呼び出したようだ。

「みんなの」島づくりプロジェクト

大三島は、島のほぼ中央に聳える鷲
わ し

ヶ
が

頭
と う

山
さ ん

をご神体とする、日本の総鎮守・

大
お お

山
や ま

祇
づ み

神社を中心に、古来、暮らしを

紡いできた島だ。広島県から愛媛県へ

と続く「瀬戸内しまなみ海道」のほぼ

中間に位置し、近年は、しまなみ海道

のサイクリングロードとしての人気の

高まりを受け、サイクリストが多く訪

れるようになっている。ただ、人口

6000弱の島では高齢化率も高く、島

の産業である柑橘類を中心とした農業

も年々衰退傾向にある。そして、かつ

ては大山祇神社の参道として賑わった

商店街には、古びた看板を掲げたまま、

シャッターを下ろした店が軒を連ねて

いる。

その参道の一角、旧法務局だった

木造2階建ての建物をリノベーション

し、2016年5月、カフェとしてオー

プンしたのが「大三島みんなの家」だ。

建築塾の塾生らが大三島に通ううち、

地域の人々や今治北高校大三島分校の

生徒との親交を築き、2013年、彼ら

と共に「参道保存プロジェクト」をス

タート。塾生が中心となって建物のリ

ノベーションを進め、高校生たちにも

テーブルやイスづくりなどに参加して

もらいながら、およそ3年がかりでこ

れを完成させた。

現在、カフェのスタッフとして働く

のは、関戸沙里さんと久保木祥子さん。

関戸さんは建築塾を通じて、久保木さ

んは、自身の勤め先が伊東氏と交流が

あったことをきっかけに、それぞれ、

埼玉と東京から移住してここで働いて

いる。ただ二人とも、以前から瀬戸内

の島に暮らしたいという意向をもって

いたそうだ。関戸さんに至っては、ご

主人と小学生のお子さんも一緒に島に

移住している。

カフェの営業時間は11〜16時。週

末の夜はワインバルとして営業する

こともある（今後は定期営業の可能性

も）。定休日は月曜日。

「瀬戸内やしまなみ海道関連の情報誌

などに紹介されることもあって、観光

で大三島に来た方が立ち寄ってくれる

ことが多いです」と久保木さん。確か

に、ちょうどランチタイムに訪ねると、

今治市内から来たという仲良しご婦人

グループや、瀬戸内旅行の途中に、わ

ざわざここを目指して大三島に来たと

いう女子4人組が訪れていた。

そうやって訪ねて来る人たちにとっ

て、ここはいわゆる、オシャレな古民

家カフェだ。リノベーションされた外

観にも店内にも、旅の途中にぜひ立ち

寄ってみたいと思わせる、和やかな雰

囲気が漂っている。スパイスにこだわ

ったオリジナルカレーや、島の食材を

多く使った日替わりランチも美味し

く、盛りつけもオシャレ。旅先の印象

を高めてくれるスポットであることは

間違いない。

ただ、ここではカフェとしての通常

営業の他、月1回の福祉サロンや親子

で楽しめるキャンドルづくり教室、ヨ
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●参道に2016年5月にオープンした「大三島みんなの家」

上●大山祇神社のご神体、島の中央に聳える鷲ヶ頭山
右●日本の総鎮守・大山祇神社

●大三島西側の高台に建つ「伊東豊雄建築ミュ
ージアム」
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ガのレッスン、映画の上映会など、ワ

ークショップやイベントも随時開催さ

れている。実はカフェの奥には和室が

あり、こちらも、コミュニティスペー

スとして活用されている。

「こうしたイベントなどを通じて、だ

んだんと島の人にもどんな場所なのか

知ってもらうようになってきました」

と関戸さん。とくに島のお年寄りは、

なかなか新しい店や施設に興味をもっ

てくれないそうだが、最近は「ご近所

同士で誘いあってお茶を飲みに来てく

れる方もちらほら」見えるとのこと。

また「みんなの家」という名称につ

いては、ときどき、老人福祉施設のよ

うに思われることもあるそうだが、ス

タッフの二人も、カフェのお客さんや

地域の人も、とくに違和感なく受け入

れているという。それは大三島の島づ

くりを「みんなで」進める、そのため

の拠点だという了解が、携わっている

人はもちろん、地域の中にも浸透して

いるからではないだろうか。

主体性を回復できる場所として

建築塾による大三島の島づくりプロ

ジェクトはまだまだ途上で、これか

ら計画されていることもたくさんあ

る。一方、しまなみ海道のサイクリス

トや、最近の瀬戸内人気で大三島を訪

ねる人々が増えるのに連れ、建築塾の

活動とは直接は関係していないところ

でも、島の若い人たちが新たな事業や

活動を始めたり、移住者も増えてきて

いる。島の中を巡ると、新しく誕生し

たコーヒー店やパン屋さんなど、島暮

らしを楽しくしてくれそうな魅力的な

店舗や施設が点在していることもわか

る。そうした島づくりの動きについて

は、今後ぜひ、改めて紹介したい。

それにしても今回、3カ所の「みん

なの家」を訪ねてみて改めて、そこに

は、なんらかの「定型」があるわけで

はないことがわかった。しかし大三島

のみんなの家が、自然と「みんなの家」

と呼ばれるようになったように、そう

呼ぶしかない「何か」がある。それは

もしかすると、発案者の伊東氏の思想

が、ある種通底するトーンをつくった

のかもしれないし、建築されるプロセ

スで、醸成されてきたものなのかもし

れない。ただはっきりしているのは、

いずれの「みんなの家」にも、それを「自

分の家」のように、愛着と主体性をも

って利用する人たちがいるということ

だ。しかし「自分の」という意識が強

くなりすぎれば、その場所はどんどん

閉じていってしまうだろう。その、閉

鎖と開放のバランスを、「みんなの」

という言葉が担保してくれているよう

だ。「自分」がそれぞれ主体性をもっ

てその場所にアクセスできる。だから

こそ、他者としての「みんな」とその

場所を共有することができる。そんな

場所が「みんなの家」であり、本当の

意味で公共空間と呼べる場所なのでは

ないだろうか。

1「ひらく」建築 
「ヨコハマ・アパートメント」

 取材・文:村田保子

町と地続きの「広場」により 
集合住宅に発生した公共性

「ヨコハマ・アパートメント」は、今

から9年前に新築で建てられた一風変

わった集合住宅だ。1階の「広場」と呼

ばれる場所は、三角形の柱で4辺が支

えられた70㎡ほどのピロティで、天

井高が５ｍほどある。「広場」は道路

に対して常に開き、町と地続きとなっ

ている。居住空間は4戸で、すべて「広

場」から各戸への専用階段でつながる

2階に設けられている。1階の「広場」

は共有スペースで、キッチン、テーブ

ル、チェアなどが置かれ、居住者が創

作活動をしたり、ゲストを呼んでパー

ティーをしたりといった目的で使われ

る。さらに、近隣住民がお茶会やイベ

ントなどを開催するために利用するこ

ともあるという。

今でこそシェアハウスは町にあふ

れ、若い世代を中心に多くの人が利用

し、一般化しているが、この建物が竣

工した2009年当時は、まだ数も少な

く、集合住宅のスタイルとしては特殊

なものだった。そのような状況のなか、

延床面積の半分近くを共有スペースに

し、居住者や近隣住民などたくさんの

人が使える場所としてシェアしていく

という発想は、どのように生まれたの

だろうか。

「ヨコハマ・アパートメント」が建つ

敷地は150㎡ほどで、古くからある住

宅街にあり、最寄り駅から徒歩15分

ほどかかる。もともと賃貸アパートが

建っていたが、老朽化と定期借家の期

限が切れるタイミングで、オーナーが

建て替えを検討。ただ住むだけではな

く、創作活動や催しなどができるスペ

ースを設け、一般的なワンルームの賃

貸と差別化したいという希望をもって

いたという。そこで設計を依頼された

のが、オンデザインパートナーズの西

田司さんだ。

「当時からマンションに多目的スペー

スなどを設ける事例はありましたが、

そういった空間は誰かが使っていると

入りづらいという雰囲気がありまし

た。共有スペースを設けるなら、町と

地続きにすることで、共存しやすい開

いた空間になるのではと考えました。

150㎡を4戸で割ると、1戸あたり36
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●関戸沙里さん。建築塾を通じてみんなの家の
スタッフになったが、そもそも、建築塾に入った
のは、移住のきっかけになると考えたからだそう

●久保木祥子さん。以前、香川県の直島に4年間
暮らしていた経験をもち、また瀬戸内の島に暮ら
したいという希望をもっていたそうだ

●リノベーションによって誕生したカフェの雰囲気はどこか懐かしく、のんびりとリラックスできる

●大三島で「地域おこし協力隊」に参加しなが
ら、オリジナルのパンを追求し、今年4月、店舗を
オープンさせたパン屋さん「まるまど」。営業時
間内にも売り切れ続出の人気店

ケーススタディ　  「みんなの」 
新しい場所
建築か、プロジェクトか、常設なのか仮設なのか。町の中には、
従来の概念では分類しきれない、新しい「開かれた」場所が誕生しつつある。
それぞれの事例と、その設計者・運営者を訪ね、
みんなの場所の今とこれからを探る。

●オンデザインパートナーズの西田司さん
（photo：佐藤真）
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㎡くらいでそれほどの面積は取れませ

ん。仮に天井が高いなどの工夫があっ

ても、創作の場や人を呼ぶ場にはなり

にくい。生活空間はぐっとコンパクト

にして2階に設け、36㎡から少しず

つ供出して1階に天井の高い共有部を

つくるという方向性を導きました。占

有部20㎡＋共有部が70㎡となり、90

㎡を使うことができれば、付加価値に

なると考えたのです」

そう話す西田さんは、自らもこの空

間を体験するため、家族と共に入居し、

しばらく暮らすことにした。また、月

に一度開かれる入居者会議に出席し、

議事録をとって、住人の意見などをサ

ンプリングすることを続けている。そ

の体験のなかで、地域の人たちは「広

場」を公民館のような場所として捉え

ていることを実感したという。常に1

階がオープンになっていることで、道

行く人から話かけられることも多く、

近隣の方との会話から「演奏会をした

いから場所を貸してもらえないか」と

いう話題に発展し、クリスマスにヴァ

イオリンのコンサートが開催されたこ

ともある。

「ヨコハマ・アパートメント」に住み

始めてから、大きな発見が三つあった

と西田さんは話す。「一つ目は建築家

が設計時に想定する使い方は当たらな

いということ。つくり手よりも住み手

ははるかにクリエイティブで、住み方

や使い方をどんどん編み出していくん

です。パブリックスペースは、その場

所で何か起っているかを観察すること

で、使い方が見えてくるのだと感じま

した。二つ目は、不確定さは価値だと

いうこと。ある日1階に降りたらヨガ

をやっている人たちがいて自分も誘わ

れるなど、自分の生活の文脈上にない

ことが暮らしの中で起こります。これ

は町へ出向きカフェに入ったら、今日

は新しい豆が入荷したと聞いて、それ

を購入してちょっと得したと思うよう

な感覚に近い。人はそのような不確定

さを求め、町へ行くという面もあると

思う。開かれた住まいは、その状態を

マクロに体験できるのです。三つ目は

建物の大きさと公共性は合致しないと

いうこと。それまでは、公共空間は規

模の大きさに関連すると考えていたの

ですが、ヨコハマ・アパートメントを

体験したことにより、どんなに小さな

空間でも公共性は発生させられること

がわかりました。さらに、そのような

設計をすることはとても大切で、広く

求められているのではないかと考える

ようにもなったのです」

使う人とのフラットな議論が 
都市に居場所をつくる

住宅の設計を中心に手掛けていた西

田さんが「ヨコハマ・アパートメント」

を設計し、今までにはなかった新しい

場の公共性を生み出すことに至った背

景には、もう一つの体験がある。それ

は、東京都立大学（現・首都大学東京）

で助手として勤務していた20代後半

に、都市計画を専門とする饗庭伸さん

と共に取り組んだ、東京都千代田区神

田での都市のストック活用に関する共

同研究だ。西田さんは、町の人たちと

相談しながら、路地や空地に縁台や足

湯を設置するなどして、居場所づくり

の実証研究を行った。その議論の場で

は、西田さんの建築家としての知見と、

近隣住民のおばさんの「ポケットに飴

を入れておいて、子どもが来たらあげ

るといい」といった発言と、そば屋の

店主の「そばは昼から酒を呑みながら

食べると美味い」といった発言が、町

のパブリックの在り方としてフラット

に展開されたという。

「町の中で場所を考えるという体験の

面白さと、それぞれの立場で培った知

恵を活かせることを知りました。実感

としてもっている生活の知恵、ふるま

いの知恵、商いの知恵など、町はそれ

らの総体としてできていて、それを表

象しているのがパブリックなのです。

それ以降、僕の設計は大きく変わり、

つくることと同時に、使う人とフラッ

トな視点で町を見たり理解することを

心がけるようになりました。」

さらに西田さんは、コペンハーゲン

の中心部などで、車道を歩行者空間に

する取り組みをしているヤン・ゲール

を心の師と仰ぎ、強い影響を受けたこ

とにも言及する。

「昔から建築家が考えるパブリックス

ペースに興味がありました。実際にコ

ペンハーゲンに行くと、町の中心部で

は車道が歩行者空間化しているだけで

なく、カフェの座席がはみ出して置か

れたり、親子連れが遊んでいたりしま

す。ヤン・ゲールはこのようなパブリ

ックスペースで、さまざまなアクティ

ビティを楽しむことを、パブリックラ

イフという言葉で定義しました。僕は

この概念にとても共感していて、同じ

ように公共空間のストックを活用する

ことができるといいなとずっと考えて

いたのです」

「ヨコハマ・アパートメント」の設計

には、ヤン・ゲールへの共感、神田で

の実証研究などを通して培われた西田

さんのパブリックスペースへの考え方

が活きている。使う人の視点を建築に

もち込むことで、集合住宅という建物

に町における路地のような場所を生み

出し、それまで存在していなかった公

共性を発生させた。さらに、そこで住

みながら、使われ方を観察すること

で、暮らしから生まれる新しい公共の

価値を見出している。その後の世の中

のシェア空間の増加や若い世代の関心

の高さを見れば、それが時代に求めら

れていた価値の一つであったことは明

白だ。その後も西田さんは、商業施設、

オフィス、スタジアムなど、さまざま

な建築に「ひらく」という考え方をも

ち込み、今までにはない新しい公共性

を発生させることを実現している。

住宅よりもさらに小さく。 

小屋性のある空間の可能性

自然発生的に生まれる、新しい公共

性をもった空間が増えつつある昨今。

使う人の視点によりつくられる、町と

地続きの建築により、公共性を発生さ

せるという西田さんの取り組みは、今

後どのように展開していくのだろう

か。西田さんに聞いた。

「都市に興味があるので、公共空間へ

寄与していくことをしていきたいと思

っていますが、これからの都市は、気

持ちが安らぐ居場所や、学びを得られ

る場所である役割が求められていると

考えています。都市にあるビルや住居

を内側だけで完結させず、開いていく

ことで、そういう場所をつくっていく

取り組みにコミットしていきたい。一

つの可能性として最近興味をもってい

るのは、小屋性のある空間です。趣味

の道具を置いたり、小商いの場所とし

て、小屋性のある空間をつくり、開い

ていくことは、都市の価値になると思

います。家型でなくてもいいし、常設

でなくて屋台のようなものでもいい。

都市というスケールから入ると、使う
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上●天井が5ｍもある「広場」には、キッチンな
ども完備。町と地続きで常に開いている。4辺を
支える三角形の柱には鍵付きの倉庫を設け、家
具などを収納。出しっぱなしの家具などもある
が、一度も盗難にあったり壊されたりしたことは
ない
右●密集した住宅街に位置する「ヨコハマ・アパ
ートメント」。各住戸へのアクセスは「広場」か
らそれぞれ専用の階段が設けられている。階段
は折り返し階段で、「広場」から外へ伸び、町の
風景を眺めながら、各住戸へとつながる動線を
形成（photo：鳥村鋼一、2点共）

●「広場」では、近隣住民が集まるイベント、ア
ーティストや建築家などの展覧会を月1～2回の
ペースで開催。写真は流しそうめんパーティーの
様子（photo：加藤甫）

●近隣に住む音楽家との何気ない会話から実現
した、クリスマスのヴァイオリンコンサートの様
子。「クリスマスの夕暮れ時、住宅街に響き渡
るヴァイオリンの音色は荘厳だった」と西田さん
（photo提供：株式会社オンデザインパートナー
ズ）

●オンデザインパートナーズが基本計画や継続
的な運営に関わる「橋通りCOMMON」は、「小
屋性のある空間」の一つの提案。東日本大震災
で被災した宮城県石巻市の中心部にある橋通り
商店街に、小さなキッチンコンテナなどを集め、
スタートアップの飲食店や物販店、趣味を通じて
つながるコミュニティをつくり出し、震災後の若
者や移住者の交流拠点となった（photo：Chang 

Kim Photography）
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人の視点は見過ごされてしまいます

が、小屋のスケールで見ると、使う人

が自分に引きつけられるから、多くの

人が主体的にどう使っていくかを考え

やすくなるのではないでしょうか」

西田さんが「小屋性のある空間」と

表現するのは、目指しているものが、

小屋という完成したハードだけを示す

のではなく、使い手のライフスタイル

や使う目的によって、カスタマイズさ

れたり、新しくつくられるものを想定

するからだ。だからこそ、世の中にま

だ存在していない新しい公共を生み出

す空間になり得ると、西田さんは考え

ている。

2主体性を促すイノベーションセンター 
「31VENTURES KOIL（柏の葉オープンイノベーション・ラボ）」

 取材・文：村田保子　photo：西川公朗

使う人がアレンジできる 
フレキシビリティのある空間

つくばエクスプレスの柏の葉キャン

パス駅すぐの立地に、「31VENTURES 

KOIL（柏の葉オープンイノベーション・

ラボ）」がオープンしたのは2014年。

ショップやオフィスからなる複合施設

の4〜6階、床面積にして約8000㎡

からなる。事業主体の三井不動産とク

リエイティブエージェンシーのロフト

ワークが共同で企画を担当。中心とな

る6階のイノベーションフロアの設計

を、成瀬・猪熊建築設計事務所が手掛

けた。なおその面積は6階のワンフロ

アだけで約2600㎡にも及ぶ。

「KOIL」の6階は、巨大コワーキング

スペースのKOILパークを始め、3D

プリンターやレーザーカッター、工具

などが置かれたKOILファクトリー、

ミーティングルーム、イベントスペー

ス、一般の方も利用できるカフェなど

で構成されている。メインのKOILパ

ークの面積は約700㎡で、多種多様な

デスクやチェアが並び、約170席のキ

ャパシティを誇る。一人で集中できる

席、テーブルを囲む席、窓際のソファ

席など、さまざまなタイプの席が用意

され、その日の作業内容や気分によっ

て使い分けができる。広い空間を単調

にしないため、織り上げ天井を設け、

天井の高いところをつくったり、ボッ

クス型のミーティングスペースや電話

スペースを置くなどして、メリハリを

つけている。

プロジェクトチームがこだわったの

は、使う人がアレンジできるフレキシ

ビリティのある空間であること。ほと

んどの家具や什器にキャスターを付

け、可動性を確保している。また、最

初は8割程の座席数でスタートし、利

用者の使い方が見えてきたら、必要な

家具やワークスペースを追加していく

ことにした。実際に運営がスタートす

ると、ブース席の利用希望があり、後

から増やしているという。

「KOILはイノベーションセンターを

つくるというプロジェクトでしたが、

テーブルの大きさや距離感、仕切り方

などを、具体的にどうすればコミュニ

ケーションや自発性が生まれるかなど

は、実際にはやってみなければわかり

ません。固定席とフリーアドレスの比

率などは、家具のつくり方や契約のル

ールがコントロールできれば、後から

いくらでも変更できます。できるだけ

そういった自由度を残すことが重要

だと考えています」と猪熊さん。その

根底にあるのは「今までの成長型の社

会であれば、目指すゴールが決まっ

ていたけれど、それが崩れてしまっ

た現在では、何をつくるにしてもゴ

ールがわからなくなっている」という

実感だ。こうした考え方は「KOIL」に

限らず、成瀬・猪熊建築事務所の設計

に共通している。「KOIL」の前後で手

掛けた、「りくカフェ」（※1）や「Fab 

 Cafe Tokyo」（※2）、たくさんのシ

ェアハウスやコワークキングスペース

など、シェアをテーマとした空間には

とくにその考え方が活かされている。

仕上げすぎない場の空気感で 
使い手の創造性を喚起する

「KOIL」の空間は、仕上げ方にも工

夫がある。一つは、工場などの天井に

使われる木
も く

毛
も う

セメント板の天井、石膏

ボードにパテ埋めの跡を残した壁な

ど、仕上げすぎない部分を活かし、キ

メすぎない空間にしたこと。ターゲッ

トをセグメント化しすぎず、地域の高

齢者やファミリーも気軽に入ることが

でき、多くの人に開かれた空間を意識

したという。

もう一つは、白を排除した色づかい。

織り上げた天井やホワイトボードなど

以外は、家具も含めて白を使用してお

らず、部屋ごとにカーペットやテーブ

ルの色を変えている。また、ほとんど

のデスクやテーブル、一部のソファな

どをオリジナルデザインで造作し、猪

熊さん、成瀬さんがデザインしたもの、

家具デザイナーに発注したものなどを

混在させている。使う前からいろいろ

なデザインがミックスされた状態を意

図的につくり上げているのだ。

「KOILができてから訪れた時に、利

用者の方に自然に話しかけられて、初

対面の人ととても話しやすいという感

想をお聞きしました。一般的なオフィ

スなどの緊張した雰囲気との違いを実

感しましたね。使う人がアレンジでき

るというのは、家具にキャスターが付

いているなどの要素もありますが、仕

上げがラフであることもそのきっかけ

になります。真っ白で隙がないオフィ

スだとデスクが少しでも歪んでいると

気になりますが、ラフさのある空間な

ら気兼ねなく動かせるし、自分が使い

込んでいいと感じられる。こう並べた

ら話しやすそうと、使う人が気軽に考

えられることが大切です。使い方を喚

起するような場の空気感が生まれるよ

うに、仕上げ方のバランスは入念に考

えました」と成瀬さん。

「KOIL」では、デスクは自由にレイア

ウトしてもいいし、後からどんな家具

を増やしてもいい。それによって場の

空気感が変わることはない。綿密に計

算された仕上げや家具のつくり方によ

り、使い手の創造性を引き出していく。

そのような環境から、まだ見ぬイノベ

ーションは生まれていくのだろう。

ゴールがわからないから 
たくさんの想定を盛り込む

成 瀬・猪 熊 建 築 設 計 事 務 所 は、

「KOIL」の他にもシェアをテーマにた

くさんの設計を手掛け、新しいシェア

のあり方を世の中に発信してきた。そ

れらの空間に共通するノウハウや手法

の蓄積はあるのだろうか。猪熊さんは、

どんな場合にも「ゴールは決まってい
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上●天井の仕上げは木毛セメント板を採用。織り上
げ天井は白く塗装し、印象的な照明器具や間接照明
などを設置。照明の色も場所によって電球色と昼光
色を使い分けている。パテ埋めの跡が残る石膏ボー
ドの向こうは、会員専用のミーティングルーム
右●多種多様なデザインのデスク、チェア、ソファな
どが並ぶKOILパーク。フリーアドレスと固定席とが
混在し約170席が用意されている。会員向けに多数
の利用プランがあり、ドロップインの利用も可能

●成瀬・猪熊建築設計事務所以外にも、バッタ 

ネイションの岩沢兄弟がデザインした家具も採用
している。手前のカラフルなソファはキャスター
付きで、座面を持ち上げると簡単に移動できる。
右奥に見える箱は、電話をする時に使うブース。
内外に吸音のためにグレーのフェルトが貼られて
いる

左●KOILパークのエントランス。左に受付カウ
ンター、その奥に一般の人も利用できるカフェ
「Agora」がある。正面に見えているガラス張り
のスペースが、各種のデジタルファブリケーショ
ンや工具が完備されたKOILファクトリー。アイデ
アをすぐに具現化することができる
上●イベントやワークショップなどに使える約91

㎡のKOILスタジオ。海外の大学生の研修などに
も使われている。自由な議論や思考が生まれる
場の空気感が人気（photo提供:ロフトワーク）
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ない」が大前提だと話す。「KOIL」の

例でもあったように「なるべくノイズ

の多い状態にする」など共通する考え

方はあるが、言葉で表現すると同じで

も、設計に落とした瞬間に、それぞれ

のケースでまったく異なるものになっ

てしまうという。

「共通するのは、使い手とできるだけ

たくさんの対話を重ねること。とくに

住宅とオフィスは発注者と利用者が同

じだから、聞けば聞くほどリアルな使

い方が出てきます」と猪熊さん。さらに

成瀬さんの言葉が続く。「話している

といろいろな要望が出てきますが、極

力すべてを盛り込むように考えます。

そうすると、想定していた使われ方以

外のことも可能になっていくのです」。

対話を積み重ね、要望を引き出し、

そのすべて盛り込むように努力してい

くことは、たくさんの想定を空間に盛

り込んでおくことにつながる。猪熊さ

んが次のように説明してくれた。

「3の想定で4の想定外が起こるのは

稀。50くらいの想定で、結果的に10

の想定外がポジティブに起こる。たく

さんのきっかけや取っ掛かりをつくっ

ておいて、あらゆるものを受け止めら

れる設計になっていれば、場の潜在能

力が高まって、コミットしやすい空間

になっていくのだと思います」

どんな使われ方でも受け止める 
新しい公共空間をつくる

今後、猪熊さんと成瀬さんが目指す

場づくりについても聞いた。まず、オ

フィスについては、「KOIL」などの事

例が注目され、オフィス内に同じよう

なオープンイノベーションの場をつく

りたいというニーズが増加していると

いう。しかし、「KOIL」がオープンし

た2014年とは状況が変わり、コワー

キングスペースやシェアオフィスなど

はすでに世の中にあふれている。仮に

どこかの企業が「KOIL」のような場所

をつくっても、上手く使いこなせない

のではないかと猪熊さん、成瀬さんは

考えている。

「業種や社風、その空間で何をして、

何を生み出したいかという目的により

設計は変わりますから、オフィスも住

宅のようにオーダーメイドな感覚でつ

くっていけたらいいと思います。ま

た、セクションの距離感の組み立て方

も重要です。現状では研究開発と工場

が異なる地域にあるような企業も多い

と感じますが、IOTの時代になると

スピード感についていけません。情報

のやりとりの効率やスピード感が変わ

ると、出てくるアイデアも変わります

から、今後はそういったことまで含め

た設計が必要になってくるのではない

でしょうか」

そう話す猪熊さんは、さらに「行政

が展開する公共空間に取り組み、空間

の使い方とセットで管理区分の提案を

していきたい」と続ける。行政主導の

公共空間は、「KOIL」へのニーズと同

様に、話題の施設ができると、全国規

模で同じような空間が量産されること

が繰り返されている。公共空間も、ゴ

ールはわからないという前提から設計

をすれば、それぞれの地域にフィット

し、今までにない新しい場は自然に生

まれていくだろう。しかし、設計段階

で運営者が決まっていないなどの仕組

み上の問題があり、実際には難しい面

もある。

現在、座間市が展開する多世代交流

施設の設計に取り組んでいる成瀬・猪

熊建築設計事務所。いつも以上にたく

さんの想定を盛り込むことにより、ど

んな使われ方をしても、市民の交流が

促される場になり、そこからさらに新

しい想定外のことが発展していくよう

な場を目指している。このようなケー

ススタディが、いろいろな場所で積み

重なっていくことで、公共空間も本当

の意味で開かれた場になっていくので

はないだろうか。

※1　りくカフェ＝東日本大震災で被害を受け
た岩手県陸前高田市に地域の拠点としてつくっ
たカフェ。2012年に仮設でオープンし、2014
年には面積を倍にして建て替えを行い、本設と
してオープンした。
※2　Fab Cafe Tokyo＝３Ｄプリンターやレ
ーザーカッターなどが使えるカフェ。ワーキン
グスペースとして利用するクリエイターも多
く、さまざまなイベントやコミュニティが生ま
れる、新たなクリエイションの場として注目を
集めている。

3みんなの公園をみんなのステージに 
「グリーン大通り・南池袋公園」

 取材・文:杉山衛　photo:坂本政十賜

地元の人による、地元のための場所

2016年4月にリニューアルオープ

ンした豊島区立「南池袋公園」は、JR

山手線・池袋駅東口の繁華街を抜けて

すぐ、広い芝生でくつろいだり、開放

的なつくりのレストランで食事をした

りする人が集う、日本一注目を集める

公園だ。

しかしリニューアル前は、繁華街の

裏手の、お墓とラブホテルに囲まれた

あぶない場所だったそうだ。また公園

の北側、池袋駅から東へ伸びるグリー

ン大通りは、大型商業施設であるサン

シャインシティへ至る繁華街と分岐し

た先には金融機関が並び、平日の午後

3時以降や週末、休日には通行者がほ

とんどいない通りだったという。豊島

区は2016年、国家戦略特区の認定を

受け、さまざまなイベントを実施して

グリーン大通りの賑わい創出に取り組

んできたが、思うような結果を得られ

ないままでいた。

青木純さんは2017年春に株式会社

nestを設立し、区の募集に応募して

「グリーン大通り等における賑わい創

出事業」を受託。グリーン大通りと南

池袋公園をつなげ、毎月の第3土曜日

に開催している「nest marche」や、

100以上のコンテンツが集まり、町を

回遊しながら楽しむ「IKEBUKURO 

LIVING LOOP」などを成功させ、今

では池袋活性化の中心的な存在だ。

その発端は、区役所新庁舎の南池袋

への移転・新築に伴う、大規模な開発

計画だった。開発の中で、新庁舎にほ

ど近い南池袋公園の地下に東京電力の

変電設備が埋設されることになった。

変電所の復旧費によって公園を再整備

し、駅周辺の駐輪問題を緩和する地下

駐輪場も設置した。区は南池袋公園の

リニューアル当初から地域の自主性を

重視し、運営を地域や事業者の代表か

らなる「南池袋公園をよくする会」に

委ね、レストランにも地域の事業者を

優先的に選定した。地元池袋で生まれ

育った青木さんは、南池袋公園に併

設されているレストラン「RACINES 

FARM TO PARK」のオーナーから

「オール豊島区コンテンツで、地元の

人が楽しめる公園をつくりたい」と声

をかけられ、公園の価値を高める活動

に加わったという。

最初の成果は、公園のリニューアル

オープンの日。青木さんは公園での未

来の理想の日常をつくるために、すで

につながりのある豊島区の仲間たちに

声をかけた。その他にも、訪れた人た

ちに思い思いの過ごし方で、一緒に公

園の風景をつくった。「区の関係者や

来賓の方々ができたことを喜ぶだけの

オープニングセレモニーではなく、未

来の公園の姿を見てもらいたかった。

不特定多数に開かれた公園は〈人の顔

の見えない場所〉ですが、あえて顔の

見える知り合いに理想の一日を表現し

てもらうことで多くの人に公園の可能

性を感じて欲しかったんです」と青木

さん。当日は音楽を奏でる人、ヨガを

する人、けん玉に興じる人、また地元

飲食店によるマルシェや防災公園とし
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●グリーン大通りと南池袋公園の賑わいを創出す
る、株式会社nest代表取締役の青木純さん

●青々とした芝生が広がる、南池袋公園。平日の午前。思い思いにくつろぐ人。公園奥には、優雅な曲線
が印象的な白い滑り台が見える

●成瀬・猪熊建築設計事務所、猪熊純さん（左）と同事務所代表取締役、成瀬友梨さん
（photo:斎藤夕子）
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てのワークショップなど、さまざまな

公園の使い方が示され、SNSで風景

の伝わる画像をアップしたことで、新

しい公園の誕生は、「ここなら良い時

間が過ごせそうだ」という期待感と共

に一挙に拡散した。

ポジティブなハプニングで 
「当事者」を増やす

都市公園法や屋外広告条例など、公

園には営利目的や個人的利用を禁止す

るさまざまな制約がある。青木さんは

映画の上映や、レストランウェディン

グの延長としてウェディング姿の2人に

園内を歩いてもらうなど、制約に対し

てさまざまな実験を行ってきた。それ

は公園でできることの可能性を引き出

すと共に、訪れる人にはうれしいハプ

ニングに出会うことで、この場所を好

きになってもらいたいからだ。公園自

体がFacebookのアカウントをもち情

報を発信することもその一つで、日本

ではまだ目新しい試みだったという。

リニューアルから2日後、芝の養生

のために全面立ち入り禁止になると、

利用者からは不満の声が上がった。し

かし芝を維持するためには養生は欠か

せない。そこで芝を管理する指定管理

会社の担当者に、養生の知識や芝の状

況を語ってもらいFacebookで丁寧に

伝えたり、公園にメッセージボードを

置いて担当者自身にも情報発信をして

もらった。すると、芝生が元気に育ち、

無事迎えた立ち入りの解禁日が「プー

ル開き」のようになり、利用者の楽しむ

姿が見られた。状況を伝える担当者も、

それを受け取る利用者も、誰もが芝生

の成長を応援する「当事者」になって

いたのだ。現在では、担当者自身が芝

の状況を伝える紙芝居も行っている。

「これはダメ、あれはダメではなく、

出会いやコミュニケーションを通じて

ルールを共有していきたい。ヨガをや

っている人がいれば、自然にボール遊

びもなくなるでしょう。そんなふうに、

風景が利用者を育てていく。地域の人

たちが毎日使ってお手本になれば、利

用者も自然とそれにならってくれる」

と、青木さん。確かにこの公園には、

他の公園によく見かけるような禁止看

板が目につかない。

自主的な参加で関係性を育てていく

そんな青木さんの発想は、いったい

どこから来るのだろう。青木さん自身

がここで生まれ育った「当事者」でもあ

るが、2011年に家業を継ぎ、空き家

率30％に近い賃貸物件を人気物件に

変貌させてきた、大家としての経験が

大きかったという。賃貸物件の入居者

は、仮住まいであることからその地域

や家や部屋、近隣住民への意識が希薄

で、一方の大家も、入居者募集や管理・

運営は不動産会社に丸投げというのが

実状、と青木さん。しかし東日本大震

災を機に、コミュニティに寄り添った

賃貸経営をしたいと考えたという。

「どんな〈物件〉かではなく、最初は

壁紙を選んでもらうことから始めて、

どんな〈暮らし〉を望むのか、みんな

で考えて空間をつくっていきました。

その中でお互いの関係も芽生え、住民

が主体的に参加するコミュニティがで

き始めたんです。そうすると、住まい

にも地域にも、愛着を感じてもらえる

ようになりました」と、青木さん。青

木さんはゆるやかなコミュニティを形

成する8世帯の共同住宅「青豆ハウス」

を始め、全国のまちづくりに取り組む

「リノベーションスクール」を展開す

るなど、賃貸住宅とその周辺の町の価

値を上げてきた。その知見を公共空間

活用へとつなげたのが南池袋公園のプ

ロジェクトだった。

青木さんはこれに先立って、豊島区

で活躍する人たちを毎月5人招いて話

を聞き、交流する「としま会議」を立

ち上げて、地域の人たちとの連携を深

めてきた。そして2017年春、nestの

活動をスタート。区の公募概要を見る

とPPP（パブリックプライベートパー

トナーシップ：公民連携）とはいえな

いほど小さな予算規模と多くの制約の

ある連携だが、約1年間、南池袋公園

ではほぼボランティアだった青木さん

の活動は、ここで初めて区と連携する

ことになった。

日常を非日常に、非日常を日常へ

これ以後青木さんは、公園と大通

りを連動させるかたちでマルシェを

開催。第１回目は出店が8店舗だっ

たところから、30〜40店舗へ拡大。

池袋に本社を構え「無印良品」を展開

する良品計画とも協力体制を築いて

いった。半年後の11月にはグリーン

大通りの歩道をメイン会場とした、

「IKEBUKURO LIVING LOOP」を

開催した。大通りを「都市のリビング」

に見立て、マルシェや音楽演奏、ワー

クショップなどを展開し、近くにある

雑司が谷の鬼子母神の催しや周辺の飲

食店とも連携し、思い思いに散策して

もらう趣向だ。「日常を、劇場に」を

合言葉に、「継続が町のブランディン

グにつながると考えています。地域の

人たちもこんなムーブメントを待って

いてくれたようで、店舗の前で自主的

に販売してくれたり、地域内にあるシ

ェアハウスの人たちが庭でバーベキュ

ーをして、道行く人にご馳走してくれ

るなど、うれしいハプニングも起こり

ました」と青木さん。2回目となった

今年5月の開催では、3日間の開催で

応募数をはるかに上回る出店希望者と

10万人以上の当日の来場者を得、店

舗辺りの売り上げも増加するなど、地

域のもつポテンシャルを最大限に発揮

するイベントへと成長してきている。

開催にあたって青木さんは、路上へ

のストリートファニチャーの仮設やス

トリートの緑化のワークショップ、こ

れまで禁止されていたフードトラック

の乗り入れ、夜間に古くなった街灯を

消してマルシェの照明だけにするな

ど、区や警察と丁寧な協議を重ねるこ

とでさまざまな「社会実験」を行って

きた。「安全や問題への対処をちゃん

として、その提案が一過性ではなく、
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左●地元の事業者が運営するレストラン「RACINES FARM TO PARK」。手前は
コルクチップが敷き詰められた遊び場「キッズテラス」
上●リニューアル前の桜の木を残し、涼しげな木陰を提供する「サクラテラ
ス」。春にはお花見の舞台ともなる

●レストランウェディングから公園へと姿を見せ
た新婦さん。居合わせた人たちにはうれしいハプ
ニングとなった（photo提供：nest）

●平日のグリーン大通り。歩道は大きく取られて
いるが、人通りは決して多くない

左上●マルシェでは店舗が立ち並び、芝生ではヨガ
のエクササイズも行われる
左下●今年5月に開催された第2回「IKEBUKURO 

LIVING LOOP」。通りがまるでリビングのようなくつ
ろぎの空間に変貌した
上●グリーン大通りの夜のマルシェ。この雰囲気をお
手本として、現在通りの街灯の改修計画が進められ
ている（photo提供：nest、3点共）
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これからの町のありかたを模索する

〈社会実験〉であれば、行政も警察も

納得しやすいんです。それが町にとっ

て特別なイベントの日であればなおさ

らです」と青木さん。「IKEBUKURO 

LIVING LOOP」の成功に刺激を受け

てグリーン大通りでは、街灯の変更や

新しい緑化を始め、マルシェ開催のた

めの電源・上下水道の整備などの環境

づくりが始まるという。非日常での提

案や実験が、日常の生活へと反映され

つつあるのだ。

数年前には、東京23区内で唯一の

「消滅可能性都市」の一つに挙げられ

た豊島区は、わずか2年ほどで南池袋

から変わり始めている。池袋では、今

日もハッピーなハプニングに出会える

ような、そんな期待感にあふれている。

4半径500mのクリエイティブな自治区 
「MAD City」

 取材・文:杉山衛　Photo:秋山由樹

創造力を開放するまちづくりへ

東京都心からJR常磐線で30分ほ

ど、千葉県松戸市の松戸駅周辺では今、

半径500mをコアエリアとしたまちづ

くりプロジェクト「MAD City」が進

行している。マッド・シティとは穏や

かならぬネーミングだが、もともと地

元の若者たちが、治安の悪化が進んだ

町を、「まつど」と「マッド」をかけて

自虐的にそう呼んでいたのだという。

株式会社まちづクリエイティブを主

宰する寺井元一さんは、この「マッド」

をポジティブに捉え、クリエイティビ

ティの高い人たちを呼び込むまちづく

りを2010年にスタート。以来、80件

以上の空き家や空き店舗の利活用と、

延べ200人以上の移住定住や起業のサ

ポートを実現してきた。

「知り合いの紹介で松戸で始めました

が、遊休不動産があり、人がいて、文

化があれば……つまりどこでも、まち

づくりは始められると考えていまし

た」と、寺井さん。

プロジェクトの最初の基盤となっ

たのが、遊休不動産のサブリース（転

貸）だ。築古の物件を安く借り上げて

若い出店希望者を誘致する手法は、今

ではまちおこし・まちづくりによく見

られる手法だが、寺井さんは、自由に

DIYできる物件として貸し出してい

る。通常賃貸物件は原状回復が原則だ

が、MAD Cityでは居住者の好みで

手を加えることができ、そのまま退去

できる。それどころかそこに付加価値

が生じて退去後の家賃が上昇すれば、

一部が入居者に還元されるというユニ

ークな取り組みも行われてきた。

MAD Cityでは、DIYの相談や工

具や作業場のレンタルなどのサポー

トもしてくれる。その他にも、「住人」

相互の交流を促進するために、エリア

内各所の拠点に共有スペースが設けら

れ、交流イベントが盛んに行われてい

る。また、寺井さんたちが企画・運営

するイベントは広くエリア外にも開

かれると共に、「住人」の参加は割引

などで優遇されている。その結果、ア

ーティストやデザイナー、ミュージシ

ャン、ダンサーといった人たちを中心

に、「住人」の約8割にあたる100人以

上のクリエイターが限られたエリアに

集う、その意味で「マッド」な、「とん

がった」町が形成されてきた。

人生をつくることは 
「まち」をつくること

以前の寺井さんは東京・渋谷でNPO

を運営し、公共空間の壁面にペイント

する「リーガルウォール」と呼ばれる

ストリートアートのサポートや、誰も

が参加できるストリートバスケの、日

本最大規模の大会を主催した経歴をも

つ。都市の隙間を「やりたい人」に開

放することで、新しい都市のありよう

を模索してきたが、さまざまな「規制」

にもぶつかった。壁面のペイントも路

上バスケも、そのままでは違法行為と

なってしまうからだ。

「専門の教育を受けた芸術家、メジャ

ーリーグに参加するスポーツ選手、大

手レーベルと契約したミュージシャン

だけじゃなく、やりたいと思えば、誰

もがアートやスポーツができる町。規

制じゃなく、その背中を押してくれる

ような町に住みたい。そう考えると、

自分でつくるしかないんですね。既成

の町をジャックして、僕たちの〈自治

区〉をつくりたい。MAD Cityはそん

な思いからスタートしています」と寺

井さん。

これまでのまちづくりは「まち」じ

ゃない、という寺井さん。彼にとって

の「まち」は、まず人であり、人生で

あり、社会であるようだ。人は自分の

居場所だけでは完結しない。働いて、

ものを買い、誰かと交流する……、つ

まり人生や社会の最小の単位は「まち」

であり、自分の人生を変えることは、

寺井さんにとって、「まち」を変える

ことなのだ。

MAD Cityのマークには松戸市の

駅前の街区のパターンがあしらわれて

いるが、その中心は、よく見ると駅で

はない。Cityのエリアは駅周辺の繁

華街と、旧水戸街道沿いに栄え、歴史

的な佇まいをわずかに残す旧松戸宿を

うまくつなぐように決められている

が、実はこれ、最初に寺井さんが拠点

を構えた場所を中心とした半径500m

なのだ。施設ではなく「人」が中心。

ここにも、「まち」に対する寺井さん

の強い思いが垣間見える。

人の成長が 
「まち」の価値を高めていく

「半径500mは、普段着で歩ける距離。

今では〈住人〉相互の自発的な交流も

盛んで、僕たちのマネージメントがな
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●MAD Cityを運営する株式会社まちづクリエイ
ティブ代表取締役の寺井元一さん

上●5月5日に開催された移動式屋台「マツドノ
マチカグ 屋台BAR」（カルチャークリエイト集団
KRESHA）での風景（photo提供：まちづクリエイテ
ィブ）
右●旧水戸街道沿いに栄えた松戸宿の一角にある、
築100年強の「古民家スタジオ旧・原田米店」。400

坪ほどの敷地に五つの建物が並び、11組の入居者
が店舗や工房として使用している。地域のランドマー
ク的存在

左●「古民家スタジオ旧・原田米店」奥のアーティ
ストの工房（photo提供：まちづクリエイティブ）
上●築41年、120戸を超える大型分譲マンションの
一角がMAD Cityの「いろどりマンション」となって
いる。フルスケルトンで本格的な改装ができ、共有
ルームも確保されている

●JR松戸駅前徒歩2分、ラブホテルを改装したア
ートスタジオ「PARADISE AIR」。防音性を生かし
て、居住空間だけではなく、アーティストのレジ
デンスプログラムの拠点ともなっている
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かなか追いつかないくらいです」と語

る寺井さん。

彼がサブリースと共に始めたのは、

「住人」の人材としての活用だ。まち

づクリエイティブが窓口となって請け

負った仕事を、さまざまな分野のさま

ざまなスキルをもつ「住人」をコーデ

ィネートしながら実現していく。ここ

では、町が一つのクリエイティブな企

業体のように機能している。すでに駅

周辺の店舗の立ち上げやリニューア

ル、商工会議所から依頼された商品開

発やインバウンド対策など、地域に密

着した仕事を手がけ、また最近では、

大手マンションデベロッパーとの付加

価値の高い居住空間の開発・運営など、

仕事の機会も大きく広がりつつあると

いう。

 「MAD Cityの物件の価値は、年平均

で2.5％ほど上がっています。サブリ

ースの家賃も更新時には値上がりする

のですが、〈住人〉と業務契約を結ん

で仕事をすることで住民に還元すると

いう取り組みも試しています」と寺井

さん。すでに約1割の「住人」とは、こ

うした契約を交わしているという。さ

らにMAD Cityでは交流スペースを

活用して、「住人」参加の架空のプロ

ジェクトを定期的に進めている。クラ

イアントはまちづクリエイティブ、あ

るいは「まち」自体ということになる

のだろう。こうしたワークショップか

らはさまざまなアイデアが生まれ、「住

人」の新しい才能や能力の発見や、新

しい連携にもつながることで、MAD 

Cityのクリエイティビティをインキ

ュベートする機会ともなっている。

寺井さんの構想に共感するクリエイ

ターが集まり、その相乗効果で個人の

「やりたいこと」が後押しされ、「まち」

自体が変わっていく。2014年には行

政の補助なしに運営できる財源の自立

化にも成功し、MAD Cityの自立・持

続の可能性を感じさせる。

クリエイティブな「自治区」で 
日本を変える

まちづクリエイティブではMAD 

Cityをモデルケースとして、全国

各地の町のブランディング事業も手

がけてきた。佐賀県武雄市の依頼で

2016年 に ス タ ー ト し た「TAKEO 

MABOROSHI TERMINAL」や、JR

東日本株式会社の依頼により、2017

年から埼玉県の埼京線エリアで展開す

る「SAI-KYO DIALOGUE LINE」な

どだ。いずれもユニークなネーミング

だが、MAD Cityのようなクリエイ

ティブなエリアを創り、そこに遊休不

動産のサブリースを始めとする、培っ

たノウハウを投入していこうというも

のだ。

対象とする地域が変われば、そこに

ある歴史や文化も変わってくる。武雄

市では旧市街地である温泉街にエリア

を絞り、周辺市町村とのネットワーク

の構築を試みた。また、温泉客のため

に21時以降から飲食店が開店するよ

うな、ナイトタイムエコノミーが発達

した地域性を反映したまちづくりをめ

ざして、午後5時に業務を終える市役

所とも折衝を重ねたという。埼京線エ

リアでは、MAD Cityのような円形

のエリアではなく、沿線の「ぶっとい

線」にその形を変えていくだろう。パ

ートナーに、まず行政と大企業を選ん

だことも、寺井さんの実験的トライの

一環だという。

「一つひとつは小さな範囲ですが、こ

うした〈自治区〉が日本の各地にでき

れば、多くの才能あるクリエイターが

自由に行き来できる大きなネットワー

クをつくることができます」と寺井さ

ん。現在では武雄市を拠点として、そ

の近隣にある陶磁器生産地とクリエイ

ターとのコラボレーションも始まって

いるという。

ゆくゆくは比喩的ではなく、政治的

な実効性をもった「自治区」を実現し

たいという寺井さん。政府から独立し

たルールをもつ自治区は、デンマーク

の首都コペンハーゲンにあるクリスチ

ャニア地区などの前例もあるという。

しかしそのためには、既存の町のシス

テムや以前からそこに住み続けている

人と、どのような関係を結んでいくか

が、より重要になってくるだろう。寺

井さんはそれを、「コミュニティ（共

同体）」ではなく「アソシエイト（仲間）」

として考えているようだ。

「やりたい人」の背中を押し、クリエ

イティビティに満ちた「自治区」をつ

なぐことで日本を変える。寺井さんの

構想はかなり「マッド」で、エキサイ

ティングだ。

5都立公園に誕生した複合認定こども園 
「まちのこども園 代々木公園」

 取材・文:杉山衛

子どもの学びを豊かにする 
「まちぐるみの保育」をめざす

昨年2017年10月、東京・渋谷区に

ある都立代々木公園の敷地内に、民間

が運営する保育所型認定こども園「ま

ちのこども園」が開園した。同年には

都市公園法が改正され、都市公園にも

認定を受けた民間の保育園やこども

園、またレストランやカフェが開業で

きるようになったが、この計画はそれ

以前の、国家戦略特区の制度を活用し

た区の公募により、国有地である代々

木公園内に実現したものだ。

JR山手線・原宿駅から徒歩3分ほど、

公園のメインエントランスである原宿

門を入ってすぐの便利な場所に「まち

のこども園」はあり、0歳児から5歳

児まで、128名の乳幼児が利用してい

る。運営するのは、2011年の「まち

の保育園 小竹向原（練馬区）」を始め

として、六本木（港区）、吉祥寺（武蔵

野市）の3カ所の認可保育園と、代々

木上原（渋谷区）の認定こども園を開

園してきたナチュラルスマイルジャパ

ン株式会社だ。代表を務める松本理寿

輝さんは、大学時代に保育に興味をも

ち、広告業界やベンチャーでの起業を

経て保育園・こども園経営の世界に飛

び込んだ、ユニークな経歴をもつ。

「人格形成期にあたる6歳までの子ど

もには、いろんな人たちとの出会いが

大切だと言われています。しかし実際

は、家庭はもちろん保育園や幼稚園で

も、家と園の往復で、なかなか多様な

出会いをもちづらいということがあり

ます。であれば保育園を地域に開き、

地域ぐるみで子どもたちを育てたらど

うだろう。そんな〈理想の保育園〉を

つくりたいと考えたことがスタートと

なりました」と、松本さん。「まちの」

という名称には、まちぐるみの保育を

めざす想いが込められている。

人との信頼関係や、暮らしや身のま

わりのものごとに対する愛着、いろん

な人と出会い、愛し愛される関係を育

むことは、乳幼児の学びや経験を豊か

にする。それを、地域の人たちにも広

く手伝ってもらおうということが、そ

もそもの発想だったようだ。

まちづくりの拠点としての保育園

「都市でも地方でも、地域的な交流の

希薄化で、町がうまく運営できてない

と感じました。とくに、町内会や商店

会など、町の自治会の主力である60

代以降の方々と、若い世代の交流の機

会はなかなかつくりづらい。でも、今

あるインフラにちょっと違ったアプロ

ーチをすることで、変えられることも

あるのではないか。それが保育園や幼

稚園であり、子どもたちがもつ〈力〉

だと考えています」と松本さん。

松本さんによると、家庭を支える役
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上●まちづクリエイティブのディレクションでMAD Cityの住民がイラストを担当する黒板のインフォメーシ
ョンボード
右上●MAD Cityの住民交流会の様子（photo提供：まちづクリエイティブ）
右下●まちづクリエイティブのディレクションによる食堂「ななかまキッチン」は、近日開店の予定

●東京都内で五つの認可保育園や認定こども園
を運営する、ナチュラルスマイルジャパン株式会
社代表取締役の松本理寿輝さん（photo：秋山
由樹）
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割をもつ保育園や幼稚園は、子どもを

もつ若い親世代が抱える悩みや望むこ

となど、それぞれの家庭の状況を含め

て詳しく理解し、支えていくことが奨

励されているという。一方、町の自治

会はもっと若い人たちに参加してもら

いたいのだが、きっかけもないし、付

き合い方もわからない。松本さんは、

若い親世代が送り迎えで毎日通う保育

園なら、この両者をつなぐことができ

ると考えたのだ。

まちの保育園・こども園では、固定

したプログラムによる一斉教育ではな

く、小グループの活動を中心として、

子どもたちの興味をサポートするよう

な教育が展開されている。

「たとえば子どもたちが和装に興味を

もったら、地域で着付け教室を開いて

いる方に来ていただいたり。スタッフ

は保育のプロであっても和装のプロで

はないので、子どもたちの興味にしっ

かり応えるためには、専門的な知見が

必要です。その点、町は現役のプロか

らセミプロに至るまで、多様な知見を

もつ人材にあふれている。そういう方

たちに、積極的に参加してもらうよう

にしています」

当初松本さん自身が手探りで模索し

ていたこうした園と地域の接点づくり

は、園の数が増えると共に、現在は、

各園に一人配属される常勤のスタッフ

である「コミュニティーコーディネー

ター（CC）」の役割として制度化され、

継承されている。

信頼される町のパートナーとして

まちの保育園・こども園が各園内に

設けている、コミュニティスペースも

特徴的だ。小竹向原にはおいしいパン

が食べられるパーラー、六本木には本

とサンドイッチが買えるスタンドショ

ップなどが併設され、地域の人たちが

気軽に立ち寄れる場所となっている。

ここ、代々木公園のこども園にも、玄

関を入ったところに開かれた学びの場

として位置付けたスペースが設えら

れ、公開日には誰もが訪れることがで

きる。

園は、その構想段階から建築家との

コラボレーションによって設計され、

セキュリティも、必要に応じて段階的

に開放と閉鎖をコントロールできるよ

うにうまくデザインされている。代々

木公園のこども園は、明治神宮の森に

隣接し、かつては原宿村の農村風景が

広がっていたという歴史や環境から、

木材をふんだんに使った日本家屋を彷

彿とさせる建物で、共用スペースは、

家の内と外をつなぐ土間をイメージし

たものだという。

「一方的に参加をお願いするだけで

は、関係も限られます。おいしいもの

が食べられる、そこへ行けば知った人

に会える、といったほんの小さなこと

でも、間口を広げたり社会的に価値の

ある開き方をすることで、地域の人に

も、日々が楽しくなったり地域がよく

なったと感じてもらいたい」と松本さ

ん。こうしたユニークな活動が共感を

呼び、今では町の自治会はもちろん、

防犯グループや消防団など、地域の活

動に積極的に参加する親たちも増えて

きたという。小竹向原では地域の子育

て家庭が中心となって、町内会に「子

育て広場」が企画・運営され、また他

の地域でも、地域の歩き方マップの制

作や町内会をあげて大人も子どもも楽

しめるお祭りなど、次々と新しいムー

ブメントが起こっている。

ここでのCCの活躍も見逃せない。

公的な各種補助金の申請を始めとし

て、専門家によるボランティア制度で

あるプロボノの活用など、ちょっとし

たことで地域の活動は、その質も波及

力も大きく違ってくる。CC自身がそ

うしたノウハウをもつことで、それぞ

れの活動がもつ価値を最大限に引き出

すと共に、人や場所や文化などの資源

を結集して、地域に根付いた持続的な

ムーブメントへ育てていくことができ

る。開園して9カ月の代々木公園のこ

ども園でも、古くからある地元の商店

街のお祭りへの子どもたちの参加が実

現し始めているという。

プログラムから、 
「学びあう」まちづくりへ

代々木公園のこども園の共有スペー

スは、今後、国際的な幼児教育・保育

の研究センター（CCLC）としての活

用も期待されている。ここでは専門の

研究機関である東京大学大学院教育学

研究科との提携による共同の運営や、

松本さんがまちの保育園・こども園を

創設するにあたって大きな影響を受け

た保育の先進都市である、イタリアの

レッジョ・エミリア市教育センターと

の協力関係も結ばれている。

「まちの保育園やこども園を実践の場

として、その教育は〈理想の保育園〉

の実現に向けて、専門の研究者や先駆

者と共にもっともっと考えていかなけ

ればなりません。その理想を共有しな

がら、でもそのあり方は、園のある地

域の歴史や文化、園のスタッフの個性

や、何よりも子どもたちの個性によっ

て多様に変わっていくでしょう。代々

木公園には、都内トップクラスの年間

1000万人の来場者があり、近接する

原宿や渋谷は多様性に満ちあふれた地

域です。そうしたその地域にある資産

を生かしながら、子どもたちにより良

い環境をつくっていくためには、私た

ち自身が〈学びのプロ〉にならなくて

はいけないと考えています」と松本さ

ん。

今、教育のありようは、決められた

カリキュラムやプログラムを実現する

ことから、子どもたちが主体的に興味

をもったり問いを立てながら考えを深

めるアクティブラーニング（能動的な

学習）へと、大きく舵を切りつつある。

同じようにこれからのまちづくりは、

すでに成功例のある解答をうまく当て

はめるのではなく、町に住む人々が教

えあい学びあう中で形づくられていく

のかもしれない。

「よそで成功した例を再現するだけで

は、短期的には効果を得られるかもし

れませんが、長続きはしない。今は答

えを出すことよりも、有効な問いを立

て、みんなでそれを考えていく時代だ

と考えています」と、松本さん。今後

もまちの保育園・こども園のまちづく

りに注目していきたい。
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●「まちのこども園 代々木公園」エントランス。かつては「原宿村」の農村集落を見渡していた丘の上に、
大きな屋根の下にみんなが集う日本家屋をイメージして設計されている（photo提供：ナチュラルスマイ
ルジャパン）

●園の北側には園庭が設けられ、セキュリティが確保された扉で、代々木公園ともつながっている。園児
たちにとっては、この広大な代々木公園全体が園庭なのだ（photo提供：ナチュラルスマイルジャパン）

左●1階のアトリエと2階のランチルームをつなぐ大
きな吹き抜け空間。第二次大戦後には飛行場ともな
った歴史から、照明器具はプロペラをイメージしてデ
ザインされている
上●土間をイメージしたコミュニティースペースに
は、囲炉裏もつくられている。今年5月から9月にか
けては、イタリアのレッジョ・エミリア市の子どもたち
が町について考え、探求したプロジェクトを紹介する
展覧会を開催している（photo提供：ナチュラルスマ
イルジャパン、2点共）

●アトリエから見る園庭。園庭築山がつくられ、ア
トリエとは縁側でつながっている（photo提供：
ナチュラルスマイルジャパン）
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「モミジの木陰にいると、風がとて

も気持ちいいですよ。鳥のさえずり

も聞こえるでしょう。ウチの庭にこ

んなに素敵な場所があったのかと思

うくらい」

そう言って微笑むのは、この庭の

オーナー・尾形久美子さんだ。今回、

緑の環境プラン大賞の「ポケット・

ガーデン部門」に応募、国土交通大

臣賞に選出され、自邸の庭の一部を、

地域に開放する整備を行った。垣根

を開いて門扉をつけ、クマザサが生

い茂っていた場所にはコンクリート

洗い出しのアプローチを設けた。物

置だった場所には東屋のようなベン

チを配して、訪ねて来た人が、ここ

でひと時を過ごせる空間とした。ア

プローチの回りには、ハアオイやホ

ウチャクソウが静かに芽吹いてい

る。伺ったのは4月半ば。整備が終

わってからまだ3週間くらいしか経

っていないというが「とてもうまく

整備できて、すっかり馴染んでいる

でしょう」と尾形さん。5月に開催

される「ちゃい旅」の際、地域の方々

にも周知して、正式にオープンする

という。

みんなに見てもらわなきゃ、 
もったいない

「ちゃい旅」とは、「茶・庭・菓をめ

ぐるちっちゃい旅」の略称で、公益

財団法人練馬区環境まちづくり公

社みどりのまちづくりセンターが、

2015年から初夏と秋に年2回開催

しているオープンガーデンイベン

トだ。尾形邸のある大泉学園町は

1924年、学園都市構想に基づき、

1区画300坪、建ぺい率20％とい

う、緑豊かな住宅街として開発され

た。しかし時代を経るに連れ、敷地

は細分化されてミニ戸建て住宅に変

わり、町並みの緑も減少してきた。

そんな中、地域の緑の環境を見直

し、良好な住環境の維持を目指して

開催されているのが「ちゃい旅」だ。

尾形さんも第2回からこれに参加し

て、オープンガーデンを行ってき

た。ただこれまでは、庭を開放する

のはイベントの日だけで、「自分だ

けでこの庭の心地よさを味わってい

るだけでは、なんだかもったいない」

という気持ちが募っていたのだとい

う。しかしその一方、庭を維持し続

けることへの難しさも感じるように

なっていた。

そこで、「ちゃい旅」を運営する

みどりのまちづくりセンターに庭の

保全活用についても相談するように

なった。また環境共生住宅を専門と

する設計事務所、株式会社チームネ

新連載 第1回

「もみじの庭」をお裾分けするポケット・ガーデン
東京都練馬区大泉学園町「学園町ちゃい旅・ガーデンプロジェクト」

ットのセミナーにも参加し、これを

きっかけに、庭の保全活用を積極的

に行うことを目的とする「学園町ち

ゃい旅・ガーデンプロジェクト」が

発足。今回の助成の存在も知り、自

邸の一部をポケット・ガーデンとし

て地域に開放するプランをつくりあ

げたのだ。

「おかげさまで無事に完成したの

で、これからはぜひ多くの方に、こ

の庭を楽しんでいただきたい。ただ、

まだスタートラインに立ったとこ

ろ。まずは1年続けてみて、どのよ

うに利用していただけるのか、どん

な風に管理していったらいいのか、

プロジェクトの皆さんにも相談させ

ていただいて、やりながら考えてい

きたいと思います」

とりあえず、ポケット・ガーデン

の門の開け閉めは、朝晩、尾形さん

が行い、門が開いている時には、地

域の方々に自由に入ってきてもらっ

て、楽しんでもらうつもりだという。

この庭を守るのは 
私しかいない

尾形さんは「ポケット・ガーデン

をつくることになって、私の人生も

ガラッと変わったみたい。普通の主

婦だったのに、多くの方にご協力い

ただいて、こんなプロジェクトを

実行しちゃたんだから」と笑う。実

は、庭の保全活用を本格的に考え

始めた一昨年の秋、ご主人が急逝。

「気持ちはとても落ち込んでいまし

たが、これからは、この庭を守るの

は私しかいない、と思って」プロジ

ェクトの実現に向けて邁進すること

となった。ただし、不動産であるだ

けに、尾形さんのご姉弟や、離れて

暮らすお嬢さんにも相談した。「み

んな、緑を守ることは賛成してくれ

ました。どれくらい次世代につなげ

るかはわからないけれど、子どもた

ちも私のやっていることを見て、続

けたいと思ってくれれば、これから

も、どうにかなるんじゃないかと思

って」と尾形さん。そして「自然は、

壊すのは一瞬だけど、つくるのは大

変。そういう思いだけでも、この庭

を訪ねて来られる方々に感じてもら

いたい」と言葉を継いだ。

「普通の主婦だった」尾形さんが地

域に踏み出した一歩が、大泉学園町

の緑豊かな町並みを守るための、大

きな一歩になることを期待したい。
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一般財団法人第一生命財団と公益財団法人都市緑化機構が共催する「緑の環境プラン大賞」
は、生活の質の向上、コミュニティの醸成などに役立つ、緑豊かな都市環境の形成を目指す
緑化プランに対し、助成を行う事業だ。2017年度には「シンボル・ガーデン部門」「ポケット・
ガーデン部門」の2部門に対し、国土交通大臣賞2件、緑化大賞2件、コミュニティ大賞9件に
加え、特別企画として「おもてなしの庭」大賞1件が選出された。今回は、「ポケット・ガーデ
ン部門」で国土交通大臣賞に選出された緑化プランを訪ね、整備の状況について伺った。
取材・文:斎藤夕子 photo:坂本政十賜

●尾形久美子さん

左●クマザサが生い茂っていた場所の草刈りを行い、コンクリ
ート洗い出し仕上げのアプローチを設けた。東屋のようなベン
チは、ここでひと時を過ごすのに格好の場所
中●モミジの大木が、涼やかな木陰をつくるポケット・ガーデン
上●垣根を切って、開かれた雰囲気のエントランスをつくった。
垣根には、新芽が赤く色づくレッドロビンを新たに植樹した

左●尾形さんも、訪ねる人も、お互い気兼ねなく過ごせるよう、ポケット・ガー
デンと母屋の庭は植栽で緩やかに隔てられている
中●母屋の庭。「ちゃい旅」でオープンガーデンを行う際には、訪れる人をこ
ちらにも招いて、お茶を振る舞うことも
右●母屋の庭の一角。この日は、時期の少し早いシャガがきれいに咲いていた
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と伊藤代表。八木咲江園長は「保育時

間が長いので、室内でも十分に体を動

かして遊ぶことができる、あるいは、

集中して遊びに取り組むことができる

ということを意識しておもちゃを選び

ました」と教えてくれる。

たとえば手足を使ったハイハイ歩き

でくぐり抜けるトンネルは、組み合わ

せによっていろんなルートをつくるこ

とができるので何度くぐっても、子ど

もたちはその都度、新しい発見を得ら

れるようだ。もちろん運動機能の成長

にも効果がある。実は、最近はハイハ

イ歩きをしないままで伝い歩きができ

る子どもも多くなっているそうで、「す

ると、転んだ時に手をつけず、頭から

転倒してしまうことがあるんです」と

伊藤代表。親としては、子どもが早く

立って歩くと成長が早いように感じて

嬉しいものだが、やはり、ハイハイ歩

きも子どもの成長にとって大切な段階

なのだ。

一方、たくさんのおもちゃが揃った

のは良いが、それらをどのように子ど

もたちに使ってもらうべきかが、さら

なる課題になったそうだ。

「すべてのおもちゃを出してしまう

と、子どもたちの気が散って、遊びそ

れぞれに期待される成果が得られにく

くなります。また給食の時間、お散歩

の時間などを調整しづらい。一方で保

育士が〈今日はこのおもちゃ〉という

ように選択すると、子どもたちの遊び

の可能性を制限してしまいます。その

辺りは、保育士みんなで悩み、ずいぶ

ん話し合いました」と八木園長。現在

はまだ試行錯誤中だというが、だんだ

んと「給食の時間には遊ばない」「これ

が終わったらあのおもちゃで遊ぶ」「こ

のおもちゃでお友だちと一緒に遊ぶ」

といった、子どもたちの主体性や社会

性が育ってきている様子が感じられつ

つあるそうだ。

子どもたちが拓く町の未来

ハピネス保育園から通りを隔てた向

かいには大規模な仮設住宅団地が広が

っている。すでに半数程度の世帯は空

き家になっているようだが、高齢の居

住者も少なくない。そうした仮設住宅

に暮らす人々にも、保育園から届く子

どもたちの明るい声は、暖かく迎え入

れられているようだ。

「仮設団地の中には遊具付きの公園が

あるので、よく遊びに行っています。

仮設に暮らしている方も子どもたちに

声をかけて下さいますし、手づくりの

お人形さんをくださったり、先日は、

鯉のぼりをつくってくださいました」

と八木園長。石巻市では仮設団地の跡

地を公園として整備する計画で、時期

的には、すでに完成しているはずだっ

たが、そうした状況も含めて、子ども

たちはこの場所で、地域の人々に見守

られながら、のびのびと過ごしている。

東日本大震災を経て、この町の未来

は大きく姿を変えたはずだ。しかしそ

の未来は、より良いものになるに違い

ない。子どもたちの元気な姿と明るい

笑顔は、確かに、そう信じさせてくれる。

地元の人が「馬っ子山」と呼ぶトヤ

ケ森山の麓に、2017年4月に開園し

た「ハピネス保育園」。0〜2歳児、定

員19名を預かる小規模保育施設だ。

小規模保育施設にはめずらしく約60

㎡の園庭をもつ。晴天のこの日、子ど

もたちは元気に、園庭を走り回ってい

た。ボールを投げたり、追いかけたり。

砂場ではシャベルやバケツを上手に使

って、創作活動が行われている。それ

らの遊び道具や、砂場の隣に設置され

た赤い屋根の小さなハウスなどの遊具

が、今回「待機児童対策・保育所等助

成事業」を受けて導入されたものだ。

ハウスの中を覗くと4人もの子どもが

ギュウギュウに入って、なにやらオリ

ジナルのストーリーに則ったおままご

とを展開しているらしい。

「ハウスはとくに女の子が大好きで、

おませさんたちがお母さんの真似をし

ておままごとをしています。家の中の

こと、本当によく見ているんですよね」

と微笑むのは、同保育園を運営する株

式会社エルプレイスの伊藤由美子代表

取締役だ。保育所の開設にあたっては、

自身の保育士としての経験を活かし、

子どもたちにとって必要な環境整備に

心を砕いたが「最初からすべてを揃え

るのは難しく、ぜひ、助成を活用させ

ていただきたいと思っていました」と

のこと。実は、開園前から助成のこと

を知っていたのだという。

遊びから身に付く主体性

ハピネス保育園が助成を活用して導

入した遊具はバラエティに富んでいる。

先のハウスを始め、室内遊び用の磁石

ブロックやプラレール、いくつかの穴

空きキューブを組み合わせて使うトン

ネル、折り畳めるプールと、その中に

入れてボールプールとして遊ぶための

大量のボールなどなど。「いろいろな

種類になってしまったのですが、これ

らはすべて、現場の先生たちに、子ど

もたち一人ひとりの成長や発達に必要

なものを、と考えてもらった結果です」

子どもたちの「笑顔」に会いに行く
連載 第D回

一般財団法人第一生命財団による「待機児童対策・保育所等助成事業」では、
待機児童が100名を超える都道府県の新設保育園及び認定こども園に対し、

子どもたちの健やかな育成をサポートする遊具等備品購入費の助成を行っている。
2017年度で第5回目を数えるなか、年々、小規模保育施設からの応募割合が拡大している。

そこで今回は、宮城県石巻市に新たに開設された小規模保育施設を訪ねた。
取材・文:斎藤夕子 photo:坂本政十賜
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●伊藤由美子代表取締役（左）と八木咲江園長 ●緑豊かな環境に抱かれたハピネス保育園

宮城県石巻市 ハピネス保育園
遊びから、五感を育てる環境づくり

●砂場では、バケツやシャベルで創作活動が行
われていた

●小さなハウスはみんなに人気の空間。いろん
なストーリーのおままごとが展開されていく

●2歳とは思えないストロークで上手にボールを
投げる子もいれば、転がるボールを追って、元気
に走り回る子も

●いろんな形に組み合わせることができるトンネ
ルでは、何度くぐっても新たな発見がある
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品川停車場は日本で最初に営業を始

めた2駅のうちの一つである。もう一

つは横浜停車場（現桜木町駅）で、明

治5（1872）年旧暦5月7日、正式な新

橋〜横浜間の開業を前に仮営業が始ま

った。わずか1日2往復、いずれも川

崎など途中駅には停車しなかったの

で、このわずか2駅が最古なのである。

中でも横浜停車場はその後に桜木町と

駅名を改めているから、当時のままの

名称で今に至る品川駅は最も歴史が長

い。

停車場が置かれた場所は八ツ山橋を

くぐったすぐ北側で、明治22年にこ

の橋から駅を俯瞰した写真によれば、

まさにホームの端がすぐ目の前に見え

ている。下りホームの下はすぐ海で、

干潮時の別の写真によれば芝浦の干潟

が広く顕われていた。おそらく江戸の

時代から潮干狩りの好適地だったのだ

ろう。要するに現在の山手線ホームか

ら東側に並ぶ何本ものプラットホーム

は、すべて海を埋め立てたものであ

る。ちなみに現在の「停車場中心」は

当時より350メートルほど北側に位置

している。ホームは対向式のわずか2

面で、線路も上下2本しか描かれてい

ない。品川〜大森間は明治13年に複

線化が完成しているから、転
てん

轍
てつ

機
き

もあ

ったかどうかという小規模な停車場で

あった。

明治22年に実施された「市制」によ

って同年5月1日に東京市が誕生した

が、品川駅の所在地は東京市芝区高輪

南町となった。八ツ山橋から南側は市

外の荏原郡品川町で、停車場はギリギ

リ「品川エリア」から外れていたこと

になる。品川町は後に大崎町、大井町

を加えた３町で昭和7（1932）年にい

京浜急行電鉄の前身、京浜電気鉄道で

ある。起点の停留場は八ツ山橋のすぐ

南詰に置いた。東京市の交通政策によ

れば、市内は市電が担当し、私鉄各社

はその外側にターミナルを置くように

との市の行政指導がかなり厳しかった

ようで、このため大森や川崎方面から

京浜電気鉄道の電車に乗って来た乗客

は、都心方面へ行く場合には橋の北詰

の市電（後の都電）停留場まで歩いて

向かったのである。

京浜電気鉄道はその後、都心への利

便性を高めるために市電の線路に乗り

入れて品川駅前（路面）への進出を果

たすが、大正期の紆余曲折を経て専用

軌道で国鉄の西側の現在地へ乗り入れ

ることになる。これが湘南電気鉄道の

浦賀までの直通を果たしたのと同じ昭

和8年のことであった。その湘南との

直通を選択し、同時に市電との乗り入

れを断念したことにより、線路の幅

をこの時に1372ミリ（市電−都電の

軌間）から1435ミリに変更している。

全線の線路幅を一度に変更するのだか

わゆる「大東京市」の品川区となった

が、駅のある芝区は戦後の昭和22年

に赤坂・麻布両区と併せて港区となっ

た。品川駅が品川区にないことをもっ

て停車場建設に品川宿の住民たちが反

対したという、ありがちな「都市伝説」

がなぜか広まっていく。

明治期の地形図を仔細に検討すれば

わかるのだが、品川駅の南側の線路は

台地を切通しで抜け、その南側は品川

宿の砂
さ

堆
たい

の西側に広がる後背湿地の水

田地帯であった。その南側は再び大井

町付近の台地になるため、なかなか停

車場の適地がなかった。停車場をつく

るにあたっては切通しを広い幅に削り

取ったり、田んぼにつくるなら軟弱地

盤に土を盛って広範囲に突き固めなく

てはならず、手間も資金もかかるため、

避けるのは当然だった。八ツ山橋のす

ぐ北側という当初の駅の位置から考え

れば、品川を名乗る駅としては品川宿

の北端にほど近い順当な場所であり、

不自然さはない。

この地に明治37年に進出したのが
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「駅前」探検噂の

今尾恵介
いまお・けいすけ●1959年横浜市生まれ。フリー
ライター。旅行ガイドブック、地図・旅行関係の
雑誌や地図・鉄道関係の書籍の執筆を精力的に
手がける。（一財）日本地図センター客員研究
員、（一財）地図情報センター評議員など。著書
に『地図で解明! 東京の鉄道発達史』（JTBパプ
リッシング、2016）、『今尾恵介責任編集 地図と
鉄道』（編著、洋泉社、2017）他多数。

江戸時代、東海道第一宿の品川宿があった品川。かつて目の前には品川
湾が広がり、街道沿いには、寺院や遊郭が並んでいたという。この地に
品川停車場ができ、もう一つの横浜停車場間で営業を開始したのは1872

年。品川駅は日本で最も古い駅だ。現在の品川駅のお隣り北品川駅から
旧街道を越えると舟だまりがある。一見海のように見えるが、実は目黒
川の河口で、江戸時代、ここが漁業と共に発展した宿場町であることを
示している。旧街道沿いには、江戸、明治時代の銘菓の老舗が残り、また、
畳屋や履物屋など江戸時代から続く店も健在だ。
イラストマップ:小夜小町

第1回　品川
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度に立派に装うのは当然である。きっ

とその仕事目当ての若者もシーズンに

なればタムロしていたに違いない。

現在より南側にあった駅舎の目の前

には鬱蒼たる木々に覆われた急な海食

崖が迫っていて、その高さは海抜25

メートルほどもあろうか。縄文時代に

はこのあたりが波打ち際だった。その

台地上には毛利伯爵家の巨大なお屋敷

がある。そちらへの入口は右手の崖下

にまっすぐなアプローチがあって、門

番のいる立派な門から生垣の坂道を登

っていく。

もう少し東海道を北上してから入る

道は竹田宮邸へ通じており、こちらは

芝生のある広い前庭の奥だ。さらにそ

の奥は北白川宮邸で、当主の成久王は

ちょうど今年、明治42年に天皇陛下

の第7皇女と結婚されたので記憶に新

しい。ついでながら成久王はその後、

軍事と社交を学ぶためにその後パリに

留学するが、自ら運転する自動車の自

損事故で大正12（1923）年に急逝する

ことなどまだ誰も知らない。

停車場を出て電車道を左へ向かえば

八ツ山橋へ通じる緩い上り坂で、その

右手崖上にはこれも巨大な岩崎邸の洋

館が聳えている。言うまでもなく三菱

財閥の当主の館で、東側には芝生の庭

がどこまでも広がっており、その南側

は百花繚乱の花園だ。品川の海がはる

か遠くまで俯瞰できる絶景の土地で、

明治22年に伊藤博文邸を買い受けた

ものという。このあたりは幕末にお台

場の建設で土砂を大幅に採ったため部

分的に低くなった。トンビが回ってぴ

ーひょろと鳴き、近づいてくる新橋行

きの汽車の音が遠くから近づいてく

る。まだ世に自動車というものがほと

んど存在しない頃の話だから、品川駅

あたりも今よりずーっと静かなのであ

った。

ら大変な手間だ。

手元の明治42年測図の１万分の１

地形図はとても描写が細かく、１世紀

前の風景がまさに手に取るようにわか

るので、これを元に駅の周辺を想像も

混ぜながら描写してみよう。

客車のデッキからホームに降り立つ

と、わずかに潮風の香りがしてきた。

すぐ目の前は海で、ちょうど干潮の時

間だから黒砂の干潟がずっと先まで広

がっている。対岸の房総の山々は意外

に近い。沖合には白帆の船が何艘か浮

かんでいた。遠くには大きな蒸気船が

黒い煙を微かに上げている。のどかな

昼下がりだ。切符を集札の職員に手渡

しつつ瓦葺きの駅舎を出れば目の前に

交番があり、小さなロータリーの右手

には郵便局。左右に電車が通る道は国

道の東海道（後の国道15号）だ。

思えば弥次喜多も芭蕉も伊能忠敬

も、東海道筋の殿様の大名行列の面々

も、あるいは幕末の志士たちもここを

通ったはずである。泰平の世ではあっ

ても藩の威厳を保つ重要な仕事なの

で、参勤交代の際には江戸の手前の品

川宿でバイトを雇って人数を水増しし

て江戸城へ向かった。誰も見ていない

田舎を歩くのに人出を割くのはコスパ

が悪いからだ。ただし家格を超えぬ程

3 6 	c

「駅前」探検噂の

「品川浦舟だまり」
photo:坂本政十賜 
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back
number

No.1 特集「都市の幹線道路」 （1984.2）在庫切れ

No.2 特集「都市公園」 （1984.5）在庫切れ

No.3 特集「都市と河川」 （1984.12）

No.4 特集「子どものための都市計画」 （1985.6）在庫切れ

No.5 特集「都市と盛り場」 （1985.12）

No.6 特集「都市生活と神社仏閣」 （1986.5）

No.7 特集「住宅地の道路と家並み」 （1986.9）

No.8 特集「都市とヒューマンスケール」 （1987.3）

No.9 特集「都市と水辺」 （1987.7）在庫切れ

No.10 特集「都市の景観」 （1987.12）在庫切れ

No.11 特集「都市と防火」 （1988.7）在庫切れ

No.12 特集「都市とアメニティ」 （1988.12）在庫切れ

No.13 特集「都市と運河」 （1989.8）

No.14 特集「都市再開発とアーバンデザイン」 （1989.12）

No.15 特集「アミューズメントと都市」 （1990.3）

No.16 特集「高齢化社会と都市」 （1990.6）在庫切れ

No.17 特集「私鉄と歩んだ都市」 （1990.9）

No.18 特集「都市とホール」 （1990.12）

No.19 特集「エコロジー都市」 （1991.3）

No.20 特集「新・集合住宅論」 （1991.6）

No.21 特集「新・リゾート論」 （1991.9）

No.22 特集「都市と商業空間」 （1991.12）

No.23 特集「都市の民俗誌」 （1992.3）

No.24 特集「都市と緑化」 （1992.6）

No.25 特集「公共建築のデザイン」 （1992.9）
●府県庁舎のデザインの変遷│石田潤一郎
●座談会│デザイン時代の公共建築│磯田桂史＋長谷川逸子＋柏木博
●公共空間における屋外彫刻│石川健次
●ルポ│地方公共団体の庁舎デザインを巡って
●公共建築の試み│川端直志
●市民の領域─公共性の誕生と変遷│若林幹夫
●連載│都市を拓いた人 ・々8 那覇│吉田豊

No.26 特集「都市と高層ビル」 （1992.12）

No.27 特集「住宅の間取り」 （1993.3）

No.28 特集「都市と広告」 （1993.6）

No.29 特集「都市の上水道」 （1993.9）

No.30 特集「都市の保存」 （1993.12）

No.31 特集「ミュージアムと都市」 （1994.3）

No.32 特集「プレハブ住宅」 （1994.6）

No.33 特集「都市の色彩」 （1994.9）

No.34 特集「観光都市の条件」 （1994.12）

No.35 特集「都市と下水道」 （1995.3）

No.36 特集「マンションのメンテナンス」 （1995.6）

No.37 特集「都市と歩道空間」 （1995.9）

No.38 特集「ゴミとリサイクル」 （1995.12）

No.39 特集「住宅の水まわり」 （1996.3）

No.40 特集「都市の駐車空間」 （1996.6）

No.41 特集「橋のデザイン」 （1996.9）

No.42 特集「建築と木材」 （1996.12）

No.43 特集「輸入住宅」 （1997.3）

No.44 特集「都市と学校」 （1997.6）

No.45 特集「環境共生型まちづくり」 （1997.9）

No.46 特集「都市と情報化」 （1997.12）

No.47 特集「老いない住宅」 （1998.3）

No.48 特集「都市と駅舎」 （1998.6）

No.49 特集「住宅のコスト」 （1998.9）

No.50 特集「路面電車ルネサンス」 （1998.12）

No.51 特集「ヒトが集まる、まちがにぎわう─集客都市へ」 （1999.3）

No.52 特集「シルバー・ハウジング」 （1999.6）

No.53 特集「NPOとまちづくり」 （1999.9）

No.54 特集「地域のノード、公共施設の新潮流」 （1999.12）
●座談会│都市と公共性─公共空間が秘める都市再生の可能性│長
谷川逸子＋竹村真一＋若林幹夫
●今、公共施設に何が求められているか
●ケーススタディ│ノードとしての公共施設
●まちづくりと公共施設
●連載│高齢社会のまちづくり・3
●連載│都市を拓いた人 ・々32 川越

No.55 特集「都市公園の未来」 （2000.3）

No.56 特集「まちづくりの新しいパラダイム」 （2000.6）

No.57 特集「島のまちづくりに学ぶ│沖縄編」 （2000.9）

No.58 特集「地域に開く大学」 （2000.12）

No.59 特集「危機管理のまちづくり」 （2001.3）

No.60 特集「保存─都市と建築、過去と未来をつなぐもの」 （2001.6）

No.61 特集「30代建築家の都市イメージ」 （2001.9）

No.62 特集「使う建築、使うまち─都市のストック活用法│国内編」 
 （2001.12）

No.63 特集「LETS的まちづくり」 （2002.3）

No.64 特集「『都心居住』のまちづくり」 （2002.6）

No.65 特集「都市はアートで刺激される」 （2002.9）

No.66 特集「ランドスケープ・デザインの新展開─
地形を活かしたまちづくり」 （2002.12）

No.67 特集「スローライフとまちづくり」 （2003.3）

No.68 特集「サステナブルな都市“成長”政策─
都市計画と長期ビジョン」 （2003.6）

No.69 特集「吉祥寺─住みたい町ナンバー1の理由」 （2003.9）

No.70 特集「緑の建物づくり」 （2003.12）

No.71 特集「都市と観光、新たな視点」 （2004.3）

No.72 特集「構造改革特区とまちづくり」 （2004.6）

No.73 特集「マルチプル／モビリティ コンパクトシティの条件」 （2004.9）

No.74 特集「都市の言説を巡る旅
10のキーワードから探る都市［論］の現在」 （2004.12）

No.75 特集「マルチモーダルが都市を楽しくする［ヨーロッパ編］」
 （2005.3）

No.76 特集「路地・横丁空間からの都市再生」 （2005.6）

No.77 特集「公共空間、新たな視点」 （2005.9）
●インタビュー│「公共性」の三つの概念│齋藤純一／町家文化の公
共性│谷直樹／「鈍さ」の公共空間│町村敬志／移動・転移・変転する
公共空間│毛利嘉孝
●写真ルポ│コモンの風景─公共空間を探しに行こう!／1.法然院
─京都市左京区／2.けんか広場─東京都練馬区石神井台／3.
MARUNOUCHI CAFE─東京都千代田区丸の内／4.ノリタケの森─
愛知県名古屋市西区／5.とんぼりリバーウォーク─大阪市道頓堀川
／6.ブルームーン─神奈川県一色海岸／7.神谷町オープンテラス
（浄土真宗本願寺派光明寺）─東京都港区虎ノ門／8.海とのふれあい
広場─大阪府堺市築港／9.どんぐりひろばプロジェクト─愛知県名
古屋市／10.サロン・ド・カフェ・こもれび（自立生活サポートセンタ
ー・もやい）─東京都新宿区小川町
●公共空間の変容と社会的排除─ニューヨークの事例を中心に│小
玉徹
●ルポ│公共スペースとしての海の家│渡邉裕之

No.78 特集「小さな町の豊かな暮らし」 （2005.12）

No.79 特集「都市の「良質な」居住環境」 （2006.3）

No.80 特集「エリア・スタディ・シリーズ 
わが町流まちづくりのすすめ─❶」 （2006.6）

No.81 特集「「安全・安心のまちづくり」を考える」 （2006.9）

No.82 特集「エリア・スタディ・シリーズ
「ロハス」時代の、「素顔のまま」でまちづくり」 （2006.12）

No.83 特集「ジェイン・ジェイコブスの宿題」 （2007.3）重版

No.84 特集「サイクリング・シティの可能性」 （2007.6）

No.85 特集「地図とまち─見る・歩く・つくる」 （2007.9）

No.86 特集「エリア・スタディ・シリーズ 
わが町流まちづくりのすすめ─❷」 （2007.12）

No.87 特集「「美味し国」の景観論─フランス、都市景観の新たな創造」 
 （2008.3）

No.88 特集「美味しいまちづくり」 （2008.6）

No.89 特集「都市を愉しむいくつかの方法」 （2008.9）

No.90 特集「シュリンキング・シティ─縮小する都市の新たなイメージ」 
 （2008.12）

No.91 特集「都市彩譜─まちのいろどりのふ」 （2009.3）

No.92 特集「fun town─たのしい・かわいい・やさしいまちづくり」 
 （2009.6）

No.93 特集「マチとムラの幸福のレシピ」 （2009.9）

No.94 特集「創造のまちづくり」 （2009.12）

No.95 特集「団地ルネッサンス」 （2010.3）

No.96 特集「風と土のインダストリー 地場産業の未来」 （2010.6）

No.97 特集「新しい公共交通～生活支援ネットワークへ～」 （2010.9）

No.98 特集「下北沢から「都市」を考える」 （2010.12）在庫切れ

No.99 特集「「学校」からのまちづくり」 （2011.3）

No.100特集「21世紀のまちづくり
「情報革命が、都市をどう変えようとしているのか」」 （2011.6）

No.101 特集「震災後の地域・コミュニティ・住まい─再生・復興への視点」 
 （2011.9）

No.102特集「交流住宅─新しい暮らしのかたち」 （2011.12）

No.103特集「時間に暮らす」 （2012.3）

No.104特集「エリア・スタディ・シリーズ 
地産地消エネルギーのまちづくり」 （2012.6）

No.105特集「「町おこし」新潮流─
地域に埋もれたコンテンツを発信する」 （2012.9）

No.106特集「子どもの空間とまちづくり」 （2012.12）在庫切れ

No.107特集「シティホール─市庁舎の新潮流」 （2013.3）
●寄稿│市役所とシティホール│日端康雄
●対談│これからの市庁舎─まちづくりのコアになる場所│隈研吾
╳五十嵐太郎
●ケーススタディ│町と人をつなぐ「ノード」としての市庁舎│シテ
ィホールプラザ「アオーレ長岡」／山梨市庁舎／宮代町庁舎／伊根町
庁舎・コミュニティセンター「ほっと館」
●震災復興report・4│「減災」をキーワードに、産官学とメディアが
連携
●都市を拓いた人 ・々50│鶴岡│高橋兼吉
●私の好きなまち・くらし・6 │日ロ交流の歴史を刻む函館（箱館）の
まち│戸沼幸市

No.108特集「都市の〈隙間〉に集い、憩い、賑わう」 （2013.7）

No.109特集「瀬戸内文化の再生 爺さま、婆さまを元気にする芸術祭」 
 （2013.11）

No.110 特集「都市とサイン」 （2014.3）

No.111 特集「自由が丘─暮らしやすさの秘密を探る」 （2014.7）

No.112 特集「新しいパートナーシップ─PPP＞PFI＞コンセッション方式」
 （2014.11）

No.113 特集「新しい図書館」 （2015.3）

No.114 特集「空き家─家と暮らしと地域のこれから」 （2015.7）

No.115 特集「酒とまちづくり」 （2015.11）

No.116 特集「ロスト近代と都市の未来」 （2016.3）

No.117 特集「建築とまちづくり」 （2016.7）
●寄稿│建築と町の新しい関係│五十嵐太郎
●ケーススタディ│町に開かれた建築│みんなの森ぎふメディアコ
スモス─行政の中心から町をつなぐ結節点へ／食堂付きアパート─
「小さな経済」を地域に循環させる／鶴ヶ島太陽光発電所環境教育施
設「eコラボ」─工場跡地を環境・防災・地域の拠点に／女川駅前にぎ
わい拠点・シーパルピア女川─中心市街地から復興の狼煙をあげる
／真壁伝承館─町の歴史を映す公共建築のかたち
●スキマファイル・8│見上げればスキマ 大東京天空庭園巡り
●子どもたちの「笑顔」に会いに行く・8│リーゴ正保保育園／ひよし
保育園

No.118 特集「空き地カルチャー　多孔質都市の可能性」 （2016.11）

No.119 特集「〈ゲストハウス〉的まちづくり」 （2017.3）

No.120特集「ライフスタイルとしての「防災」」 （2017.8）

No.121 特集「夕方からのまちづくり」 （2017.12）

No.122 特集「これからの住まい・くらし─やわらかい都市へ」 （2018.4）
●座談会│2020年、私たちの住み方は変わるか│陣内秀信×大村謙二郎×木
下庸子
●ルポ│住宅すごろくを超えて│1「住まいと土地」／2「住まいと家族」
●インタビュー│三世帯、四世代が住み継ぐ、プレファブ建築物語
●連載│スキマファイル13│横浜・野毛界隈のディープゾーンを行く
●連載│子どもたちの「笑顔」に会いに行く13│認定こども園相模林間幼稚園
／幼保連携認定こども園ひまわりこども園

今号と関連する特集号をPick Up
（その他は特集タイトルのみ）
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当財団では助成した研究について、その成果である調査研究報告書を発行しています。 
ここ１年間に発行したものをご紹介します。

復興まちづくりにおける地域型住宅の供給戸数からみた自立再建住宅支援の生産システムに関する比較研究
 後藤治（工学院大学建築学部建築デザイン学科・教授）他

都市への他出家族が過疎農山村の高齢者の生活と農地・山林管理に果たす役割の社会学的研究
 丸山真央（滋賀県立大学人間文化学部・教授）他

過疎地域の空き家再生のきっかけの研究－丸亀市民の意識を変えるまちづくり－
 坂東幸輔（京都市立芸術大学美術学部デザイン科環境デザイン専攻・講師）

低未利用地を抱える衰退市街地の持続的再生を目指す米国の省庁連携型のPlace-based支援の効果と課題
 黒瀬武史（九州大学大学院人間環境学研究院都市・建築学部門・准教授）

フランスに於けるスマート・スプロールの計画技術に関する基礎的研究
―持続可能な郊外開発を探求するために― 鳥海基樹（首都大学東京都市環境学部建築都市コース・准教授）

「食べられる景観（エディブル・ランドスケープ）を活用したプレイスメイキングによる
予防的セーフティネットの構築」に関する研究 木下勇（千葉大学大学院園芸学研究科・教授）

容積率ボーナス型都市開発制度の新たな展開可能性
東京都とニューヨーク市の比較研究 有田智一（筑波大学システム情報系社会工学域・教授）他

土壌汚染対策法の執行過程に関する公共選択分析 川瀬晃弘（東洋大学経済学部・准教授）他

固定資産評価基準の法的性格に関する基礎的研究
 安部和彦（国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科・准教授）

建築の著作物の研究－著作物性・著作者・効力の範囲－ 諏訪野大（近畿大学法学部法律学科・教授）

世代間不均衡下の都市倫理 吉良貴之（宇都宮共和大学シティライフ学部・専任講師）他

集合住宅の多様な改修事例のデータベース構築を通した良好なストック形成に関する研究
 山田あすか（東京電機大学未来科学部建築学科・准教授）他

旅行者の安全確保のための空き家活用による善根宿開設に始まる防災ネットワーク構築への試み
 藤井容子（香川大学創造工学部・助教）

アメリカ人口減少都市におけるネイバーフッドを基盤としたソーシャル・イノベーションの
メカニズムに関する研究 仁科伸子（熊本学園大学大学院社会福祉学部・准教授）

長期的持続的観点からのスマートシティ評価指標の開発と我が国への適用
 長山浩章（京都大学国際高等教育院・教授）

平成28年熊本地震における被災マンションの被害実態と復興への課題に関する研究
―阪神・淡路大地震及び東北大地震と比較して― 中迫由美（熊本大学教育学部・准教授）他

 （刊行順。肩書は当時のもの。敬称略）

調査研究報告書をご希望の方には一部2,000円でお頒けしますので、当財団までご連絡願います。
過去の調査研究報告書についてはホームページ（次頁参照）にテーマ、研究者名および要旨等を掲載しています。

発行の調査研究報告書

第一生命財団は、第一生命保険相互会社（現第一生命保険株式会社）からの拠出金をもとに設立された都市のしく

みとくらし研究所、地域社会研究所および姿勢研究所が、平成25年4月1日付で合併し発足した一般財団法人です。

当財団は、豊かな次世代社会の創造に寄与することを目的として、少子高齢化社会において、健康で住みやすい社

会の実現に向けた調査研究ならびに提案、助成等を行っています。具体的には、これまで取り組んできた「都市と

くらし」「コミュニティ」「姿勢と健康」に関する調査研究と啓発活動に加え、社会的に喫緊の課題である「待機児童

対策」の一助となるべく、新設の保育所（認定こども園を含む）に対する助成事業および緑豊かな住環境の整備の

ための都市緑化に関わる助成事業「緑の環境プラン大賞」に取り組んでいます。

●ホームページ　http://group.dai-ichi-life.co.jp/dai-ichi-life-foundation/

第一生命財団について

購読のご案内

年3回（8月・12月・4月）発行、頒価500円＋送料

定期購読は諸般の事情により受付を終了しました。毎号内容（PDF）をホームページに掲載いたしますので、そちら

をご覧になり、ご希望の号をお求め願います。
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